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「キャベツをちぎると、においがするのはなぜ？」
「どうしてトウガラシはからいの？」
「秋になると紅葉するのはなぜ？」
「どうして虫を食べる植物がいるの？」

ふだんは気にとめないことでも、「そういわれてみれば、
どしてなんだろう」と不思議に思うことが植物の世界には
たくさんある。
長い年月の中で親から子へと命をつなぎ、負けずに生き
残ったものたちの生存戦略のヒミツに迫る書！

川幡智佳　著（実務教育出版）

『バナナの種はどこへいった？ 
� 生きのこりをかけた植物のヒミツの生態』

『子どもが心配』は、養老さんが主に聞き手となって、現代の子
どもたちを取り巻くさまざまな心配事について碩学の諸氏と対話
した本。ネットやゲームに依存症状態になっている子どもの脳に
何が起こっているかとか、非行少年の六つの特徴など、今親をやっ
ている人ならば興味津々の、しかも専門家ならではの学びを提供
してくれる。その上で、「夢中になって徹底的に突き詰める経験」

「自分の頭で考えること」「他人に共感できること」「野外で泥だ
らけになって遊ぶこと」など、基本の重要性が浮かび上がってく
る。新鮮な魅力があふれており、教育者や親たちは必読である。

養老孟司　著（PHP 研究所）

『子どもが心配
� 人として大事な三つの力』

新刊情報

２
０
２
２
年
夏

202
2年9月

高
濱
コ
ラ
ム

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ
て
三
年
目
。
ウ
イ

ル
ス
の
度
重
な
る
変
異
の
末
に
、
春
の
時
点
で
、

感
染
力
は
増
し
た
け
れ
ど
重
症
化
す
る
率
は
明
ら

か
に
下
が
っ
て
い
る
と
い
う
大
き
な
流
れ
を
見
極

め
、
こ
の
夏
は
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
ほ
ぼ
平
常
通

り
の
規
模
で
挙
行
し
ま
し
た
。
や
は
り
子
ど
も
と

大
自
然
の
現
場
は
素
晴
ら
し
く
、
躍
動
す
る
子
ど

も
た
ち
を
見
て
感
動
す
る
日
々
で
し
た
。
も
と
も

と
幼
児
や
小
学
生
の
間
で
蔓
延
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
出
発
前
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陰
性
確
認
が
あ
っ
て

も
、
各
回
少
数
の
子
が
途
中
か
ら
陽
性
、
ま
た
は

帰
宅
後
陽
性
と
わ
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

最
後
の
１
～
２
開
催
に
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
変
異

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
ま
っ
た
く
同
じ
対
策

で
過
ご
し
て
も
数
名
が
感
染
す
る
と
い
う
事
態
が

複
数
の
場
所
で
起
き
、
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
と
立

ち
向
か
う
困
難
さ
を
再
び
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
全
員
が
軽
症
ま
た
は
無
症
状
で
、

回
復
に
至
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
た
の
で
す
が
、

「
横
感
染
（
参
加
し
た
子
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
ほ
か
の

子
へ
の
感
染
）
ゼ
ロ
」
の
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
厳
然
た
る
結
果
。
イ
ベ
ン
ト
全
体
の
最

終
責
任
者
と
し
て
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
、
で
は
や
ら
な
い
ほ
う
が
良
か
っ
た
か
と

い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、
ほ
ぼ
全
日
程
ど

こ
か
の
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
ギ
ラ
ギ
ラ

の
陽
光
の
下
、
ひ
ま
わ
り
の
よ
う
に
輝
く
笑
顔
が

ど
の
会
場
に
も
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。「
高
濱
先

生
と
行
く
修
学
旅
行
」
も
最
高
で
し
た
。
人
吉
市

の
川
遊
び
で
は
、
私
の
中
学
時
代
の
先
輩
が
、
雨

の
降
る
地
域
や
水
量
を
調
べ
下
見
を
し
た
う
え

で
、
球
磨
川
の
た
く
さ
ん
の
支
流
の
中
か
ら
「
今

日
は
永
野
川
に
す
る
ば
い
！
」
と
連
絡
を
く
れ
る

の
で
し
た
。
お
か
げ
で
魚
も
た
く
さ
ん
と
れ
る
し
、

ち
ょ
う
ど
よ
い
急
流
の
“
流
さ
れ
遊
び
”
の
コ
ー

ス
も
あ
る
し
、
子
ど
も
た
ち
は
幼
児
の
よ
う
に
水

の
か
け
合
い
に
打
ち
興
じ
て
い
ま
し
た
。
二
日
目

は
水
俣
港
ま
で
バ
ス
で
行
っ
て
、
班
ご
と
に
分
か

れ
て
海
上
タ
ク
シ
ー
で
御
所
浦
島
ま
で
渡
る
の
で

す
が
、
一
回
目
の
コ
ー
ス
で
は
ベ
タ
凪
。
天
国
っ

て
こ
ん
な
感
じ
な
の
で
は
、
と
い
う
乗
り
心
地
に

う
っ
と
り
し
ま
し
た
。
二
回
目
は
荒
れ
模
様
。
旧

知
の
船
長
が
「
き
ょ
ー
は
荒
れ
る
ば
い
！
」
と
第

一
声
で
言
う
く
ら
い
で
、「
う
ゎ
ー
、
今
日
は
船

酔
い
続
出
か
」
と
心
配
し
た
ら
、
塞
翁
が
馬
。
ド

カ
ン
ド
カ
ン
と
揺
れ
る
船
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
状

態
に
な
っ
て
、
ど
の
船
も
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
大
盛
り

上
が
り
で
し
た
。
私
の
船
に
は
、
ち
ょ
う
ど
誕
生

日
の
子
が
二
人
い
た
の
で
す
が
、
端
に
座
っ
た
男

の
子
に
、
ビ
タ
ン
ビ
タ
ン
と
波
に
は
じ
か
れ
て
、

着
岸
時
に
船
体
を
守
る
た
め
の
硬
質
ク
ッ
シ
ョ
ン

が
、
何
度
も
飛
び
込
ん
で
く
る
。
見
方
に
よ
っ
て

は
被
害
な
の
で
す
が
、
気
持
ち
が
絶
頂
の
男
の
子

は
、「
こ
れ
が
幸
せ
っ
て
こ
と
で
す
ね
！
」
と
満
面

の
笑
顔
で
叫
び
ま
し
た
。

　

化
石
掘
り
も
、
炎
天
下
で
し
た
が
、
全
員
何
ら

か
の
収
獲
が
あ
り
、
中
に
は
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
を
掘

り
出
す
子
も
い
て
（
二
回
目
に
掘
り
出
し
た
の

は
、
ま
さ
に
上
述
の
本
日
誕
生
日
く
ん
で
し
た
）、

子
ど
も
た
ち
の
宝
を
狙
う
集
中
力
に
感
心
し
ま
し

た
。
二
日
目
の
宿
は
廃
校
を
利
用
し
た
建
物
な
の

で
す
が
、
す
ぐ
目
の
前
で
釣
り
が
で
き
ま
す
。
ア

ジ
や
キ
ス
、
イ
サ
キ
な
ど
釣
果
十
分
で
、
夕
ご
は

ん
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
時
に
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
旧
校
庭
は
芝
地
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
で

夜
の
語
り
合
い
と
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
（
一
回
目
は
『
群
青
』、
二
回
目
は
『
宿

命
』）
の
合
唱
。

　

三
日
目
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
イ
ル
カ
見
学
。

も
ち
ろ
ん
第
一
に
イ
ル
カ
の
大
群
を
、
子
ど
も
た

ち
に
間
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
何
か
国
も
の
イ
ル
カ

を
見
て
回
り
、「
天
草
の
イ
ル
カ
こ
そ
世
界
一
だ
」

と
信
じ
て
、
関
東
で
や
っ
て
い
た
看
護
師
を
辞
め
、

移
住
し
て
ま
で
イ
ル
カ
研
究
に
賭
け
て
い
る
、
高

崎
ひ
ろ
み
さ
ん
と
い
う
女
性
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と

で
し
た
。
２
時
間
の
授
業
は
長
そ
う
で
す
が
、
ど

伊原健太・キーマ｜温厚・おとなしそうに見える外見なのですが、実はダンスの名手。社員旅行のちょっとした空き時間に鍛え上げた技を見せ、みんなを魅了し、
いつのまにか 10 人くらいで彼の指導の下、ダンスレッスンになったことも。表現力の芯を持っている彼の授業は、多くの子どもたちを引き付けています。タ コ
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2022.10/30 日 10:30 ～ 12:00
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会場

参加費 定員

高濱正伸 講演会「父親だからできること」
お待たせしました！

申込締切： 10 月 14 日（金）19:00申込締切： 10 月 14 日（金）19:00

▲

お申し込みはこちらお申し込みはこちら
※男性限定の講演会です。※男性限定の講演会です。

秋の親子サムライ合戦
思いっきり汗を流して遊びたい親子
におすすめのサムライ合戦！
親子で、ほかの家族と力を合わせ、
そしていざ合戦へ！

開催
決定！

関東・中京・関西で開催します。
詳細はこちらのページでご確
認ください。

▲ ▲ ▲

お申し込みはお早めに！

の
一
言
を
取
っ
て
も
驚
き
や
学
び
、
感
動
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
、
前
頭
部
の
内
側
に
あ
る
メ
ロ
ン

と
い
う
器
官
か
ら
音
波
を
ビ
ー
ム
の
よ
う
に
発
し

て
、
小
魚
を
気
絶
さ
せ
て
食
べ
る
と
い
う
話
に
は
、

全
員
が
「
へ
ー
っ
！
」
と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

最
終
日
の
熊
本
城
は
、
確
実
に
復
興
に
向
か
う
石

垣
や
天
守
閣
を
見
学
し
な
が
ら
、
撮
影
や
合
唱
、

自
由
な
お
買
い
物
タ
イ
ム
が
あ
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
日
々
の
な
か
で
生
ま
れ
た
私
の
四

字
熟
語
は
「
終
日
天
国
」。
子
ど
も
た
ち
と
大
自

然
の
冒
険
は
、
心
躍
る
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
な

か
一
つ
哀
し
か
っ
た
の
は
、
水
俣
に
向
か
う
バ
ス

の
中
の
こ
と
、
川
の
向
こ
う
に
反
り
返
っ
た
レ
ー

ル
を
見
た
と
き
で
す
。
二
年
前
の
大
洪
水
の
と
き

に
破
壊
さ
れ
た
の
で
す
が
、
今
も
手
つ
か
ず
で

放
置
さ
れ
て
い
る
の
で
し
た
。
私
が
子
ど
も
の
頃

は
大
動
脈
で
し
た
。
高
卒
資
格
を
取
る
た
め
に
ス

ク
ー
リ
ン
グ
で
熊
本
市
に
出
る
母
に
付
い
て
、
３

人
き
ょ
う
だ
い
そ
ろ
っ
て
乗
っ
た
な
と
か
、
熊
本

高
校
に
出
て
い
く
と
き
に
乗
っ
た
な
ど
と
、
無
数

の
思
い
出
が
あ
る
肥
薩
線
。
３
年
前
に
も
、
ま
さ

に
こ
の
修
学
旅
行
で
「
や
ま
せ
み
・
か
わ
せ
み
号
」

に
大
変
な
高
揚
感
で
子
ど
も
た
ち
と
乗
車
し
た
あ

の
線
が
、
復
旧
放
棄
さ
れ
た
形
で
ね
じ
く
れ
て
い

ま
す
。
諸
行
無
常
。
常
な
る
も
の
が
存
在
し
な
い

の
が
人
生
で
す
が
、
喪
失
の
哀
し
み
が
こ
み
あ
げ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
一
面
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
落
ち
着
い

て
考
え
れ
ば
、
最
高
の
思
い
出
が
充
満
し
た
日
々

を
嚙
み
し
め
ら
れ
る
喜
び
は
、
ひ
と
し
お
深
く
、

し
み
じ
み
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

を
実
行
す
る
も
中
止
す
る
も
、
ど
う
選
択
し
て
も

毀
誉
褒
貶
あ
る
な
か
で
、「
や
る
」
と
決
断
し
、「
う

ち
の
子
参
加
さ
せ
ま
す
よ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
る

親
御
さ
ん
方
が
い
て
、
お
か
げ
で
、
一
緒
に
バ
ス

に
乗
り
、
船
に
乗
り
、
飛
行
機
に
乗
り
、
真
っ
青

な
大
空
の
下
で
、
子
ど
も
た
ち
と
水
遊
び
を
し
、

ク
ワ
ガ
タ
体
操
を
し
、
戦
い
ご
っ
こ
を
し
、
歌
っ

て
、
競
走
を
し
、
た
く
さ
ん
お
話
を
す
る
。
ど
の

場
面
も
、
振
り
返
る
と
か
け
が
え
の
な
い
唯
一
無

二
の
時
間
で
し
た
。
い
ま
こ
の
一
瞬
が
、
た
だ
あ

り
が
た
い
。
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
、
と
何
度
も
何

度
も
感
じ
る
夏
で
し
た
。

　

最
後
に
、
忘
れ
ら
れ
な
い
場
面
を
紹
介
し
ま
す
。

あ
ち
こ
ち
の
会
場
を
回
っ
た
最
後
に
、
片
品
の

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
時
間
に
到
着
し
、
薄
暮

の
な
か
み
ん
な
と
一
緒
に
遊
ん
だ
後
、
宿
に
帰
る

子
た
ち
を
見
送
っ
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
一

人
の
少
年
が
ト
コ
ト
コ
と
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

あ
る
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
す

ぐ
に
わ
か
っ
た
の
で
す
が
、
彼
は
は
し
ゃ
い
だ
明

る
い
声
で
「
高
濱
先
生
！
」
と
声
を
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。「
ど
う
し
た
？
」
と
聞
く
と
、
直
立
で

お
辞
儀
を
し
な
が
ら
「
花
ま
る
を
つ
く
っ
て
く
れ

て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
大
声
で
言
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
温
か
く
ま
っ
す
ぐ
に
伝
わ

る
、
想
い
の
こ
も
っ
た
言
葉
で
し
た
。
迷
い
も
悔

い
も
あ
り
な
が
ら
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催
の
な

か
で
、
こ
ん
な
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
一
言
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

�

花
ま
る
学
習
会 

高
濱 

正
伸

カタ



10月

練 習 方 法 の 例

花
カは

な

は
な
び

花
火
花
火
花
火

は
な
み

花
見
花
見
花
見

か
だ
ん

花
だ
ん
花
だ
ん

か
び
ん

花
び
ん
花
び
ん

く
さ
か
ん
む
り

上や下を隠し
て 覚 え て い る
か チ ェ ッ ク す
る。

熟 語 で 練 習
する。

覚える漢字を大
きく書く。

読み

部首

1 ～ 3年生向け

実際に使う熟語で読み書きの練習をします実際に使う熟語で読み書きの練習をします
テスト前には、「読み」や「書き」の部分を隠して、実際に覚

えているか確認テストをするのもおすすめです。

漢字練習ノートは、広く見やすく漢字練習ノートは、広く見やすく

■「生活」と「遊び」のなかで■「生活」と「遊び」のなかで
子どもがやる気になるのは、「生活」と「遊び」の空間にい

るときです。

おうちの人検定などを開催したり、街を歩きながら「出合っ

た漢字を読めるかクイズ」などを出したりして、漢字に興味

を持てるようなきっかけを盛り込んでみてもいいでしょう。

2 学期 H I T の時期が近づいています。
お配りする「受検級案内」で、新出範囲を確認し、計画的に練習を進めましょう。

『1026字の正しい書き方』に加え、出題形式の参考として、『漢検 漢字学習ステッ
プ』（日本漢字能力検定協会）の活用もおすすめです。

「学校で習っていないから」ではなく、
「いま覚えちゃおう」という気持ちで、

新しい漢字との出合いを楽しんでほしいと
思います。

【小学１～ 6年生】花漢に向けて～漢字練習～

4 ～ 6年生向け

※まいにち花まるのページから、ちからだめし問題や書き取り問題などがダウンロードでき

　ます。ぜひご活用ください。

11
コ
ウ
ソ
ク
校
則

校
則
、
校
則
、
校
則
、
校
則
、
校
則

例　
生
徒
と
し
て
校
則
を
守
る
。

12
イ
ン
ソ
ツ
引
率

引
率
、
引
率
、
引
率
、
引
率
、
引
率

例　
先
生
に
引
率
さ
れ
て
遠
足
に
行
く
。

13
イ
ン
タ
イ
引
退

引
退
、
引
退
、
引
退
、
引
退
、
引
退

例　
プ
ロ
野
球
の
選
手
が
引
退
す
る
。

14
カ
シ
ホ
ン
貸
本

貸
本
、
貸
本
、
貸
本
、
貸
本
、
貸
本

例　
貸
本
を
か
り
る
。

15
ダ
ン
ゴ

団
子

団
子
、
団
子
、
団
子
、
団
子
、
団
子

例　
お
や
つ
に
団
子
を
食
べ
る
。

校
則
、
引
率
、
引
退
、
貸
本
、
団
子

正しい漢字を
書く

漢字は “ 正しい
かたち ” を覚え
る こ と が 大 切。
まず、見本を見
ながら、正確に
漢字を書く。

こまかく小テスト
5 個 練 習 が 終 わ る ご と
に、見本と練習部分を隠
してテスト。そのつど○
×チェックをする。

見本を見ながら書く
練習は見本の細部を見
ながら書く。声を出し
ながら手を動かすと記
憶に残りやすい。

テストを意識した練習をしましょうテストを意識した練習をしましょう
熟語を書くだけでなく、例文も一つ書くようにします。漢

字テストではたいてい短文のなかに書き取り部分があると

いう形で出題されます。どういう文章にその言葉を使うか

という意識もしっかりと持って練習しましょう。

■書き取り問題■書き取り問題
「書き取り問題」に取り組み、自分が書ける漢字、書けない

漢字を確認しましょう。

■ノートに 20 個の熟語を練習する場合■ノートに 20 個の熟語を練習する場合
① 5 個ずつにわけて練習します。

② 1 ～ 5 個目の書き取りを終えたら、5 問テストを行います。

③そこで確実に書き取りができたら、次の 5 個へ。

　間違えた場合は、間違えたものを練習します。

④ 6 ～ 10 個目の漢字で、①～③を繰り返します。

　10 個目を終えたところで 10 問テストを行います。

⑤同様に 11 ～ 15 個でまた 5 問テストを行います。

⑥最後の 20 個目までいった後に、20 問テストを行います。

花漢
（花まる漢字テスト）

3
髙橋駿輔・ポテト｜山形を愛する男。誠実という言葉がぴったりの人柄で、保護者・児童の信頼も厚いのですが、スポーツマンとしてもピカイチです。バスケットボールでも彼にマー
クされると動きが取れなくなるほど上手ですが、野球はもっとうまく、社内の野球大会では、投手としては剛速球を投げ、打っても守っても上手で、他社員たちを驚かせました。タ コ



4
新井征太郎・ライガー｜高校の教師を辞めて花まるに参画してくれた、熱き男。官民まぜこぜの熱量ある人材が集結し、のちの有名人を多く輩出した勉強会にも在籍していました。花まる
では、サバイバルキャンプや公教育支援関連の中心で頑張り続けてくれ、いまは農業を通した総合的な学びの場である「みんなビレッジ」の柱として、新時代の教育の構築に専心しています。

六本木ヒルズ教室で開校している「英語花まる」。
英語での「できちゃった体験」を積む、小学２・３年生が対象の
教室です。英会話教室でも、英検対策教室でもない、
幼児の特性にとことん寄り添った新しい英語教室です。
そんな英語花まるでの出来事を４コマまんがにして紹介します。

こ
の
音

お
ぼ
え
て
る
？

あ
…
!!

（オーナカ）
  � ヤス先生

Moe 先生

“

d”

だ
け

な
か
ま
は
ず
れ

�

だ
‼

な
、

な
ん
で
？

ほ
か
の
は

み
ん
な

息い
き

だ
も
ん
ね

す
ぐ

わ
か
る
ー

う
ん
、

だ
っ
て
ね
ー

あ
あ
ー
、

そ
う
い
う

こ
と
ね

！！

オ
ー
ナ
カ
さ
ん
が

�

何
か
思
い
詰
め
て
る
…
？

注※ 大中は中学生にも英語を教えています。

し
ょ
、
小
２
・３
の
子
ど
も
が
み
ん
な
…

　
　
　
　
　
　
　

聞
い
た
だ
け
で

　

有
声
音
と
無
声
音
の

違
い
に
気
づ
い
た
…
だ
と
！？

※
中
学
生
に
は
説
明
し
な
い

と
わ
か
ら
な
い
の
に

英語花まるの教材紹介

エピソード ※まんが参照

英語花まるで使用している 10 種類の教材の中から「Oto-Man

（オトマン）」を紹介します。このようなイラストから、その

アルファベットが持つ音（フォニックス）を予想しながら学

んでいきます。英語花まるでは、１からすべて教えてもらう

のではなく、与えられた素材からまずは自分たちで予想して

気づいたことを発言する、ということを大事にしています。

Oto-Man での出来事。与えられたイラストから自分が予想し

た音を口ずさみます。その中で子どもたちは、音は「有声音」

と「無声音」に分けられることに気づいたのです。声帯を振

動させながら出すのが有声音。声帯を振動させずに出すのが

無声音。いわゆる英語を話すときに日本人がしがちなカタカ

ナ読みはすべて有声音です。この二つの違いを知っていると

発音がきれいになります。それを教えられることなく気づく

子どもたちの可能性は計り知れません。

大
おおなか

中 康
やすひろ

弘

英語花まる HP はこちら！▶
現 1・2 年生対象 体験授業お申し込み受付中！

舘
たておか

岡 聡
さ と み

美 船
ふなみず

水 萌
もえ

担当の

ご紹介

https://english.hanamarugroup.jp/

「
子
ど
も
た
ち
は
気
づ
き
の
天
才
！
」

カタ



家
か ぞ く

族みんなで花
はな

まるタイム♪

出題：坂
さ か た

田 翔
しょう

（花
はな

まる学
がくしゅうかい

習会）

今今
こ ん げ つこ ん げ つ

月月ののレレイインンボボーータタイイムム

解
かいとう

答は
こちら！

5

【ワンシェイプもよう】

それぞれ 左
ひだり

のかたちだけで つくることができない もようは 1〜３のうち どれ？

（かたちは かいてんさせても かまいません。大
お お

きさを変
か

えては いけません。）

このかたちの
くみあわせで

こんなもようが
つくれますが、

こんなもようは
つくれません。

❶ ❷ ❸

❶ ❷ ❸

❶ ❷ ❸

❶ ❷ ❸

相澤めぐみ・ぺこ｜忘れもしない、彼女のアルバイト時代、サバイバルキャンプを開催する森に若者を集めて野外活動に行ったとき、満点の星を見上げながら、社内で好きな先輩の名を
教えてくれました。いままさにその彼の奥さんとなり子宝のめぐみを得て、健気な恋する乙女は、堂々たるたくましい母になりました。花まる拡大基調の時代の苦労をともにした仲間です。タ コ



6
上武美貴・マミー｜私が「いまも授業をやっています」と言うと驚かれるのですが、実は彼女の支えがあるからこそ可能なのです。授業準備や保護者との連絡など、多くの仕事を引き受けてくれ
ています。澄んだ心の持ち主で、いつも授業後に子どもたちを真剣に思う言葉があふれてきます。繊細さの一方で、サバサバとした男前ぶりが同居し、カラカラと高らかに笑う笑い声が印象的です。

勝谷 里美
花まる学習会の教室長を担当しながら、花まる学習会や公立小学校向

けの教材開発や、書籍出版に携わる。現在は、3 児の母として子育て

に奮闘中。著書に『東大脳ドリルこくご伝える力編』『東大脳ドリル

かんじ初級』『東大脳ドリルさんすう初級』（学研プラス）ほか。

　

夏
休
み
の
定
番
の
宿
題
、
絵
日
記
。
こ
の
夏
、
取
り
組
ま

れ
た
ご
家
庭
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
わ

が
家
の
子
育
て
の
あ
る
瞬
間
に
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と

を
、
日
記
風
に
短
い
文
章
で
お
届
け
し
て
み
よ
う
か
と
思
い

ま
す
。

 

〇
月
×
日

　

０
歳
次
女
が
ど
う
し
て
も
泣
き
止
ま
な
い
と
き
に
、
某
お

む
つ
メ
ー
カ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
動
画
（YouTube

）
を

見
せ
る
と
ぴ
た
っ
と
泣
き
止
む
。
そ
れ
を
見
て
い
た
６
歳
長

男
が
「
自
分
も
見
た
い
！！
」
と
大
騒
ぎ
。（YouTube

中
毒
？

い
や
、
赤
ち
ゃ
ん
返
り
？
）
と
心
配
す
る
も
、
一
度
そ
の
動

画
を
見
せ
て
み
る
と
、
じ
ー
っ
と
見
な
が
ら
、「
ぷ
っ
ぷ
ー
っ

て
い
う
音
が
入
っ
て
い
る
ね
」「
あ
、
同
じ
動
画
が
繰
り
返

し
で
出
て
く
る
ん
だ
ね
」
な
ど
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
て
い
た
。
そ

ん
な
視
点
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
ね
！
と
び
っ
く

り
。
先
回
り
で
心
配
し
て
し
ま
う
の
は
、
親
の
悪
い
く
せ
だ

な
ぁ
。

 

〇
月
△
日

　

プ
チ
反
抗
期
の
８
歳
長
女
と
話
し
て
い
る
と
、
自
分
が
サ

ン
ド
バ
ッ
グ
に
で
も
な
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
る
。
花
ま
る

の
作
文
の
理
念
「
息
を
す
る
よ
う
に
書
け
る
よ
う
に
な
る
」

と
い
う
言
葉
が
と
て
も
好
き
だ
が
、「
息
を
す
る
よ
う
に
親

に
文
句
を
言
う
」
の
が
反
抗
期
な
の
だ
ろ
う
。
高
濱
が
講
演

会
で
、
母
親
の
思
春
期
女
子
へ
の
接
し
方
は
、
職
場
の
先
輩

後
輩
の
よ
う
な
関
係
、
と
話
し
て
い
る
が
、
だ
い
ぶ
心
の
広

い
先
輩
―
鈍
感
力
が
あ
っ
て
た
い
て
い
の
こ
と
は
笑
っ
て

許
せ
る
よ
う
な
ど
ー
ん
と
構
え
た
先
輩
―
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
良
好
な
関
係
は
築
け
な
さ
そ
う
…
。

 

〇
月
☆
日

　

マ
マ
友
と
の
会
話
。「
将
来
を
見
据
え
て
、
買
い
与
え
は

し
な
い
で
」
と
い
う
の
は
わ
か
る
。
と
て
も
わ
か
る
、
が
、

そ
ん
な
に
遠
い
未
来
で
は
な
く
「
今
日
の
夜
、
い
か
に
全
員

が
ご
き
げ
ん
な
状
態
で
、
子
ど
も
た
ち
の
寝
か
し
つ
け
ま
で

た
ど
り
つ
け
る
か
」
を
自
分
の
中
の
ゴ
ー
ル
に
し
て
い
る
と
、

つ
い
ス
ー
パ
ー
で
お
菓
子
ぐ
ら
い
は
、
と
買
い
与
え
て
し
ま

う
。
母
が
ご
機
嫌
で
い
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
る
か
、
子
ど
も

の
将
来
を
優
先
さ
せ
る
か
…
、
結
局
い
い
バ
ラ
ン
ス
を
見
つ

け
て
い
く
し
か
な
い
か
。

 

〇
月
□
日

　
「
ど
ん
な
に
遊
び
心
を
持
っ
た
渡
し
方
を
し
た
と
し
て
も
、

『
親
と
い
う
だ
け
で
絶
対
に
無
理
！
』
な
場
合
が
あ
る
」
と
、

半
年
ぐ
ら
い
前
の
私
の
メ
モ
帳
に
残
っ
て
い
た
言
葉
。
学
校

の
宿
題
の
音
読
を
い
や
が
る
長
女
へ
の
接
し
方
に
悩
ん
で
い

た
と
き
の
こ
と
。

　

こ
の
前
、
子
ど
も
た
ち
を
お
風
呂
に
入
れ
る
際
に
、
０
歳

の
次
女
と
長
女
だ
け
で
別
室
で
待
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
時
間

が
あ
っ
た
。「
よ
ろ
し
く
ね
ー
」
と
だ
け
言
っ
て
お
風
呂
に

行
こ
う
と
す
る
と
、「
わ
か
っ
た
！
じ
ゃ
あ
、
〇
〇
ち
ゃ
ん

に
宿
題
の
音
読
聞
か
せ
て
あ
げ
る
ね
」
と
、
自
主
的
に
国
語

の
教
科
書
を
読
み
だ
す
長
女
。（
え

！！！
あ
ん
な
に
嫌
が
っ
て

た
じ
ゃ
ん
！
）
と
驚
愕
。
自
分
の
た
め
に
頑
張
る
、
と
い
う

理
屈
は
通
じ
な
く
て
も
、
誰
か
の
た
め
だ
っ
た
ら
頑
張
れ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

　 　

改
め
て
日
々
の
一
場
面
を
言
葉
に
し
て
み
る
と
、
シ
ン
プ

ル
で
す
が
、子
ど
も
は
「
日
々
、成
長
」
し
て
い
る
ん
だ
な
ぁ

と
実
感
し
ま
し
た
。
９
か
月
を
迎
え
た
次
女
は
、
寝
返
り
→

お
す
わ
り
→
つ
か
ま
り
立
ち
、
と
日
々
、
目
覚
ま
し
い
成
長

を
遂
げ
て
い
る
の
で
す
が
、
８
歳
だ
っ
て
、
６
歳
だ
っ
て
、

目
に
見
え
な
い
心
の
部
分
は
、
同
じ
ぐ
ら
い
の
速
度
で
成
長

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
わ
か
り
や
す
い
も

の
で
は
な
く
、
横
に
広
が
っ
た
り
、
深
く
く
ぼ
ん
だ
り
、
ぐ

ね
ぐ
ね
し
た
り
…
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
の
成
長
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。

　

日
々
成
長
す
る
子
ど
も
と
向
き
合
う
大
人
の
私
こ
そ
、
パ

ワ
ー
を
蓄
え
な
く
て
は
い
け
な
い
し
、
ゆ
っ
く
り
で
い
い
か

ら
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

 　

ち
ょ
う
ど
、
家
の
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
に
孔
子
の
味
わ

い
深
い
言
葉
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

 

〇
月
◇
日

　

―
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
わ
な
い
限
り
、
ど
ん
な
に
ゆ
っ

く
り
進
も
う
と
か
ま
わ
な
い
の
だ　

孔
子
―

花まる教室長がお届けする

子育て奮闘記

花まるリビング

16
日記をつけてみる

『ヘンテコどうぶつ日記』
 長　新太　えとぶん

（理論社）

かなり古い本ですが、小さいときに読んで衝撃的でおもし
ろかった日記の本です。著者は絵本『ぼくのくれよん』や

『キャベツくん』でおなじみ。絵本から児童書にステップアッ
プしていくタイミングで、「大好きな絵本」の作者が書いた
児童書を親が見つけてあげるのもおすすめです！

カタ



7

北
きた

のビーチ。拠
きょてん

点の東
ひがし

ビーチの次
つぎ

に

よく使
つか

う。波
なみ

が穏
おだ

やか。

南
みなみ

のビーチ。海
かいそう

藻に阻
はば

まれ、
これ以

いじょう

上船
ふね

では近
ちか

づけない未
み か い

開の地
ち

。

職職
し ょ く に んし ょ く に ん

人人　　橋橋
は し も とは し も と

本本    一一
か ず まか ず ま

馬馬
花まる学習会関西ブロック教室長。前職が家具職人だった経歴から、「職人」のミド花まる学習会関西ブロック教室長。前職が家具職人だった経歴から、「職人」のミド

ルネームを持つ。その経験を元に、野外体験「ものづくりの国」、オンライン工作教ルネームを持つ。その経験を元に、野外体験「ものづくりの国」、オンライン工作教

室など、独特なイベントを担当している。家具製作技能士、狩猟免許など、ちょっ室など、独特なイベントを担当している。家具製作技能士、狩猟免許など、ちょっ

と変わった資格や経歴を活かし、「メシが食える大人」に独自の視点でアプローチをと変わった資格や経歴を活かし、「メシが食える大人」に独自の視点でアプローチを

行うことが好き。今回、趣味のキャンプ経験を買われ、無人島開拓に喜んで参加した。行うことが好き。今回、趣味のキャンプ経験を買われ、無人島開拓に喜んで参加した。

カトパンカトパン　　加加
か と うか と う

藤藤    崇崇
た か あ きた か あ き

彰彰
花まる学習会 無人島プロジェクト責任者。学生花まる学習会 無人島プロジェクト責任者。学生

時代から、花まるの野外体験に深く関わってき時代から、花まるの野外体験に深く関わってき

た。現在は広島県へ移り住み、オンライン教室た。現在は広島県へ移り住み、オンライン教室

の教室長を務めながら、開拓団の受け入れや無の教室長を務めながら、開拓団の受け入れや無

人島開拓の準備を進めている。人島開拓の準備を進めている。

醤し
ょ
う
ゆ油

メ
シ
③

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
て
、

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
て
、
来来きき

たた
道道み

ち
み
ち

をを

戻戻も
ど
も
ど

り
な
が
ら

り
な
が
ら
印印し

る
し

し
る
し

を
つ
け
て
い
こ
う
か
、
と

を
つ
け
て
い
こ
う
か
、
と

い
う
い
う
段段だ

ん
だ
ん

に
な
っ
た
が
、

に
な
っ
た
が
、
私私わ

た
し

わ
た
し

も
カ
ト
パ
ン
も
こ

も
カ
ト
パ
ン
も
こ

の
ま
ま

の
ま
ま
帰帰か

え
か
え

るる
気気きき

は
な
か
っ
た
。

は
な
か
っ
た
。
自自じ

ぶ
ん

じ
ぶ
ん分分

の
た
の
た

め
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
く
ま
で

め
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
く
ま
で
子子ここ

ど
も
た
ち

ど
も
た
ち

の
た
め
に

の
た
め
に
安安あ

ん
ぜ
ん

あ
ん
ぜ
ん全全

な
エ
リ
ア
を

な
エ
リ
ア
を
広広ひ

ろ
ひ
ろ

げ
た
い
っ

げ
た
い
っ

て
い
う
か
、
こ
の

て
い
う
か
、
こ
の
先先さ

き
さ
き

の
エ
リ
ア
の

の
エ
リ
ア
の
危危き

け
ん

き
け
ん険険

もも
把把はは

握握あ
く
あ
く

し
て
お
き
た
い
っ
て
い
う
か
、
あ
の

し
て
お
き
た
い
っ
て
い
う
か
、
あ
の
丘丘お

か
お
か

のの

向向むむ

こ
う
に
は

こ
う
に
は
人人じ

ん
せ
い

じ
ん
せ
い生生

のの
大大た

い
せ
つ

た
い
せ
つ切切

なな
何何な

に
な
に

か
が
あ
る

か
が
あ
る

的的て
き
て
き

な
こ
と
を
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が

な
こ
と
を
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
言言いい

っ
て
っ
て

そ
う
っ
て
い
う
か
。
ま
あ

そ
う
っ
て
い
う
か
。
ま
あ
本本ほ

ん
と
う

ほ
ん
と
う当当

は
そ
う
じ
ゃ

は
そ
う
じ
ゃ

な
い
の
だ
け
れ
ど
、
あ
え
て

な
い
の
だ
け
れ
ど
、
あ
え
て
近近ち

か
ち
か

いい
表表ひ

ょ
う
げ
ん

ひ
ょ
う
げ
ん現現

をを

す
る
な
ら
ば
、も
う
ち
ょ
っ
と

す
る
な
ら
ば
、も
う
ち
ょ
っ
と
探探た

ん
け
ん

た
ん
け
ん検検

し
た
い
。

し
た
い
。

  

　　
次次つ

ぎ
つ
ぎ

にに
探探た

ん
け
ん

た
ん
け
ん検検

す
る
な
ら
こ
こ
だ
、
と
い
う

す
る
な
ら
こ
こ
だ
、
と
い
う

場場ば
し
ょ

ば
し
ょ所所

は
ず
い
ぶ
ん

は
ず
い
ぶ
ん
前前ま

え
ま
え

か
ら
か
ら
決決きき

め
て
い
た
。

め
て
い
た
。

南南み
な
み

み
な
み

の
ビ
ー
チ
で
あ
る
。

の
ビ
ー
チ
で
あ
る
。
来来く

る
し
ま

く
る
し
ま島島

に
は
３
つ
の

に
は
３
つ
の

ビ
ー
チ
が
あ
る
が
、

ビ
ー
チ
が
あ
る
が
、
南南み

な
み

み
な
み

の
ビ
ー
チ
だ
け
は

の
ビ
ー
チ
だ
け
は

付付ふ
き
ん

ふ
き
ん近近

にに
海海か

い
そ
う

か
い
そ
う藻藻

がが
大大た

い
り
ょ
う

た
い
り
ょ
う量量

にに
繁繁は

ん
も

は
ん
も茂茂

し
て
い
て

し
て
い
て
船船ふ

ね
ふ
ね

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
未未い

ま
い
ま

だだ
謎謎な

ぞ
な
ぞ

のの

場場ば
し
ょ

ば
し
ょ所所

だ
っ
た
。
お
ま
け
に
、

だ
っ
た
。
お
ま
け
に
、
砂砂す

な
は
ま

す
な
は
ま浜浜

のの
両両り

ょ
う
が
わ

り
ょ
う
が
わ側側

がが
崖崖が

け
が
け

にに
囲囲か

こ
か
こ

ま
れ
て
い
て

ま
れ
て
い
て
海海か

い
が
ん

か
い
が
ん岸岸

か
ら
か
ら
歩歩あ

る
あ
る

い
て
い
て

近近ち
か
ち
か

づ
く
こ
と
も
で
き
な
い
。

づ
く
こ
と
も
で
き
な
い
。
浜浜は

ま
は
ま

にに
行行いい

くく
方方ほ

う
ほ
う

法法ほ
う
ほ
う

と
し
て
い
ま
の
と
こ
ろ

と
し
て
い
ま
の
と
こ
ろ
考考か

ん
が

か
ん
が

え
ら
れ
る
の

え
ら
れ
る
の

は
、
は
、
山山さ

ん
ち
ょ
う

さ
ん
ち
ょ
う頂頂

か
ら
か
ら
南南み

な
み
が
わ

み
な
み
が
わ側側

の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を

の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
抜抜ぬぬ

け
て
ビ
ー
チ
に

け
て
ビ
ー
チ
に
降降おお

り
る
り
る
未未み

と
う

み
と
う踏踏

の
ル
ー
ト
を

の
ル
ー
ト
を

徒徒と

ほ

と

ほ歩歩
でで
行行いい

く
だ
け
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の

く
だ
け
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の

チ
ャ
ン
ス
は
、

チ
ャ
ン
ス
は
、
山山さ

ん
ち
ょ
う

さ
ん
ち
ょ
う頂頂

に
い
る
い
ま
を
お
い

に
い
る
い
ま
を
お
い

て
ほ
か
に
な
い
。
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
ミ
ー
イ
フ

て
ほ
か
に
な
い
。
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
ミ
ー
イ
フ

ユ
ー
キ
ャ
ン
な
ザ
ビ
ー
チ
を
タ
イ
タ
ニ
ッ

ユ
ー
キ
ャ
ン
な
ザ
ビ
ー
チ
を
タ
イ
タ
ニ
ッ

ク
し
て
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
に

ク
し
て
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
に
俺俺お

れ
お
れ

は
な
る
。

は
な
る
。
特特と

く
と
く

にに
顔顔か

お
か
お

の
あ
た
り
を
お

の
あ
た
り
を
お
願願ね

が
ね
が

い
し
ま
す
。
と
い

い
し
ま
す
。
と
い

うう
意意いい

気気きき

込込ごご

み
で
、

み
で
、
我我わ

れ
わ
れ

わ
れ
わ
れ々々

はは
未未み

ち

み

ち知知
の
エ
リ
ア

の
エ
リ
ア

へ
と
、
さ
ら
に

へ
と
、
さ
ら
に
足足あ

し
あ
し

をを
踏踏ふふ

みみ
入入いい

れ
て
い
っ
た
。

れ
て
い
っ
た
。

��

（
つ
づ
く
）

（
つ
づ
く
）

レ
ポ
ー
ト

新新
しんしょうとつにゅうしんしょうとつにゅう

章章 突突 入入！いよいよ！いよいよ近近
ちかちか

づくサマースクーづくサマースクー

ル。「ル。「花花
はなはな

まる子どもまる子ども冒冒
ぼうけんじまぼうけんじま

険島険島」で」で子子
ここ

どもたちどもたち

をを受受
うう

けけ入入
いい

れるため、カトパンとれるため、カトパンと職職
しょくにんしょくにん

人人のの新新
あらあら

たなたな挑挑
ちょうせんちょうせん

戦戦がが始始
はじはじ

まりました。まりました。

20212021年年
ね んね ん

初初
し ょ かし ょ か

夏夏職職
し ょ く に んし ょ く に ん

人人のの

　　
山山さ

ん
ち
ょ
う

さ
ん
ち
ょ
う頂頂

付付ふ
き
ん

ふ
き
ん近近

をを
散散さ

ん
さ
く

さ
ん
さ
く策策

し
て
「
そ
れ

し
て
「
そ
れ
以以い

じ
ょ
う

い
じ
ょ
う上上

進進す
す
す
す

む
と
む
と
危危き

け
ん

き
け
ん険険

なな
場場ば

し
ょ

ば
し
ょ所所

」
を
」
を
決決きき

め
る
と
、

め
る
と
、
蛍蛍け

い
こ
う

け
い
こ
う光光

ピ
ン
ク
の

ピ
ン
ク
の
目目め

じ
る
し

め
じ
る
し印印

をを
木木きき

にに
縛縛し

ば
し
ば

り
つ
け
て
い
く
。

り
つ
け
て
い
く
。

し
か
し
、
ひ
と
つ

し
か
し
、
ひ
と
つ
問問も

ん
だ
い

も
ん
だ
い題題

が
あ
る
こ
と
に

が
あ
る
こ
と
に
気気きき

づ
い
た
。
そ
の

づ
い
た
。
そ
の
印印し

る
し

し
る
し

を
ど
の

を
ど
の
向向むむ

き
か
ら

き
か
ら
見見みみ

るる

の
か
に
よ
っ
て
「

の
か
に
よ
っ
て
「
危危き

け
ん

き
け
ん険険

なな
場場ば

し
ょ

ば
し
ょ所所

」
が
」
が
変変かか

わ
っ
わ
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

ど
こ
が

ど
こ
が
本本ほ

ん
と
う

ほ
ん
と
う当当

にに
危危き

け
ん

き
け
ん険険

な
の
か
わ
か
ら
な
い
。

な
の
か
わ
か
ら
な
い
。

カ
ト
パ
ン
と

カ
ト
パ
ン
と
知知ち

え

ち

え恵恵
をを
絞絞し

ぼ
し
ぼ

っ
た
っ
た
結結け

っ
か

け
っ
か果果

、「
そ
れ

、「
そ
れ

以以い
じ
ょ
う

い
じ
ょ
う上上

、、
海海う

み
が
わ

う
み
が
わ側側

にに
進進す

す
す
す

ん
で
は
い
け
な
い

ん
で
は
い
け
な
い
印印し

る
し

し
る
し

」」

と
い
う

と
い
う
表表ひ

ょ
う
げ
ん

ひ
ょ
う
げ
ん現現

に
す
る
こ
と
で

に
す
る
こ
と
で
解解か

い
け
つ

か
い
け
つ決決

し
た
。

し
た
。

こ
う
い
う

こ
う
い
う
部部ぶ

ぶ
ん

ぶ
ぶ
ん分分

は
た
だ

は
た
だ
伝伝つ

た
つ
た

え
て
も
「
へ
ー

え
て
も
「
へ
ー

よ
く
よ
く
考考か

ん
が

か
ん
が

え
ら
れ
て
い
ま
す
ね
」
と
い
う

え
ら
れ
て
い
ま
す
ね
」
と
い
う
反反は

ん
は
ん

応応の
う
の
う

がが
返返か

え
か
え

っ
て
く
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
し

っ
て
く
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
し

か
し
、

か
し
、
時時じ

か
ん

じ
か
ん間間

をを
使使つ

か
つ
か

っ
て
っ
て
詰詰つつ

め
て
い
る
こ
と

め
て
い
る
こ
と

の
ひ
と
つ
だ
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
は

の
ひ
と
つ
だ
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
は

あ
え
て

あ
え
て
説説せ

つ
め
い

せ
つ
め
い明明

し
な
い
と
こ
ろ
に

し
な
い
と
こ
ろ
に
美美び

が
く

び
が
く学学

が
あ
が
あ

る
。
だ
か
ら

る
。
だ
か
ら
説説せ

つ
め
い

せ
つ
め
い明明

し
な
い
。
し
よ
う
と
も

し
な
い
。
し
よ
う
と
も

思思お
も
お
も

わ
な
い
。
レ
ポ
ー
ト
に

わ
な
い
。
レ
ポ
ー
ト
に
残残の

こ
の
こ

す
な
ん
て
も
っ

す
な
ん
て
も
っ

て
の
ほ
か
だ
。

て
の
ほ
か
だ
。

  

　
そ
れ
と
な
く
カ
ト
パ
ン
に

　
そ
れ
と
な
く
カ
ト
パ
ン
に
作作さ

ぎ
ょ
う

さ
ぎ
ょ
う業業

をを
譲譲ゆ

ず
ゆ
ず

りり

な
が
ら

な
が
ら
印印し

る
し

し
る
し

をを
結結む

す
む
す

び
つ
け
て
い
き
、

び
つ
け
て
い
き
、
山山さ

ん
ち
ょ
う

さ
ん
ち
ょ
う頂頂

付付ふふ

近近き
ん
き
ん

の
マ
ー
キ
ン
グ
が

の
マ
ー
キ
ン
グ
が
終終おお

わ
っ
た
。
こ
れ
で
、

わ
っ
た
。
こ
れ
で
、

子子ここ

ど
も
た
ち
が

ど
も
た
ち
が
安安あ

ん
ぜ
ん

あ
ん
ぜ
ん全全

な
エ
リ
ア
で

な
エ
リ
ア
で
探探た

ん
け
ん

た
ん
け
ん検検

をを

17

タ コ
名波直道・ぴよ｜私の長い長い学生時代の、「最後の同級生」の一人。メモ無しであらゆることを記憶しているタイプで、私にはまったく無い緻密さと正確さが特長。「いつか会社を作っ
たら合流させてよ」という言葉通りに、花まるが軌道にのって来たとき、国立大学の准教授を辞めて参画してくれました。授業はもちろん、法務・総務・経理部門の大黒柱です。



今
ど
う
し
て
る
？

花
ま
る
学
習
会
・
ス
ク
ー
ル
Ｆ
Ｃ
卒
業
生
の
そ
の
後
に
迫
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

第
14
弾
は
、
大
学
生
で
リ
バ
ラ
ン
サ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
、
伝
説
の
卒

業
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

卒
業
生
物
語

【花まる学習会】武蔵浦和教室（小1 ～）
【スクールＦＣ】南浦和校（小4 ～5）

　　　　　　　特算・スーパー算数
＊担当教室長：高濱正伸、松田な奈、仁木耕平、大塚剛史、大中康弘ほか

【進路】開智中学・高等学校→東京大学
【現在】学生・リバランサー

よ
う
こ
そ

先
輩！！！！

川
か わ は た

端 修
し ゅ う へ い

平さん

■
花
ま
る
・
Ｆ
Ｃ
の
思
い
出

■
花
ま
る
・
Ｆ
Ｃ
の
思
い
出

高
濱　

花
ま
る
の
授
業
で
覚
え
て
い
る
こ
と
は
あ

　

花
ま
る
の
授
業
で
覚
え
て
い
る
こ
と
は
あ

る
？
る
？

川
端　

四
字
熟
語
、
あ
さ
が
お
、
サ
ボ
テ
ン
、
な
ぞ

　

四
字
熟
語
、
あ
さ
が
お
、
サ
ボ
テ
ン
、
な
ぞ

ペ
ー
、立
方
体
の
絵
描
き
歌
…
立
方
体
の
描
き
方
は
、

ペ
ー
、立
方
体
の
絵
描
き
歌
…
立
方
体
の
描
き
方
は
、

学
校
で
別
の
方
法
を
習
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し

学
校
で
別
の
方
法
を
習
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
（
笑
）

た
（
笑
）

高　

よ
く
覚
え
て
い
る
な
。
先
生
の
こ
と
も
覚
え
て

　

よ
く
覚
え
て
い
る
な
。
先
生
の
こ
と
も
覚
え
て

い
る
？

い
る
？

川　

武
蔵
浦
和
教
室
で
松
田
先
生
に
教
わ
っ
て
、
と

　

武
蔵
浦
和
教
室
で
松
田
先
生
に
教
わ
っ
て
、
と

て
も
親
身
に
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

て
も
親
身
に
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
Ｆ
Ｃ
で
は
、
仁
木
先
生
に
大
塚
先
生
、
大
中

ま
す
。
Ｆ
Ｃ
で
は
、
仁
木
先
生
に
大
塚
先
生
、
大
中

先
生
…
た
く
さ
ん
の
先
生
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
…
た
く
さ
ん
の
先
生
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

高　

本
当
に
よ
く
覚
え
て
い
る
な
！
辛
い
こ

　

本
当
に
よ
く
覚
え
て
い
る
な
！
辛
い
こ

と
は
あ
っ
た
？

と
は
あ
っ
た
？

川　

Ｆ
Ｃ
が
自
宅
か
ら
遠
か
っ
た
こ
と
く
ら

　

Ｆ
Ｃ
が
自
宅
か
ら
遠
か
っ
た
こ
と
く
ら

い
で
す
。
も
っ
と
友
達
と
遊
び
た
い
と
い
う

い
で
す
。
も
っ
と
友
達
と
遊
び
た
い
と
い
う

気
持
ち
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
。

気
持
ち
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
。

あ
と
は
、
算
数
が
難
し
か
っ
た
で
す
ね
。
数

あ
と
は
、
算
数
が
難
し
か
っ
た
で
す
ね
。
数

学
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ま

学
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ま

だ
に
算
数
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
だ
と
感
じ
ま
す
。

だ
に
算
数
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
だ
と
感
じ
ま
す
。

高　

算
数
は
、
発
想
力
が
重
要
だ
か
ら
ね
。

　

算
数
は
、
発
想
力
が
重
要
だ
か
ら
ね
。

■
野
外
体
験
の
醍
醐
味

■
野
外
体
験
の
醍
醐
味

高　

野
外
体
験
に
は
参
加
し
て
い
た
？

　

野
外
体
験
に
は
参
加
し
て
い
た
？

川　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
、
忍
者
の
コ
ー
ス

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
、
忍
者
の
コ
ー
ス

と
秘
密
基
地
づ
く
り
の
コ
ー
ス
に
参
加
し
た

と
秘
密
基
地
づ
く
り
の
コ
ー
ス
に
参
加
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

高　

修
平
に
と
っ
て
、
野
外
体
験
は
ど
ん
な

　

修
平
に
と
っ
て
、
野
外
体
験
は
ど
ん
な

も
の
？

も
の
？

川　

楽
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
現
実

　

楽
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
現
実

世
界
で
、
全
身
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
こ

世
界
で
、
全
身
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
こ

ろ
に
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
思

ろ
に
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
思

い
込
み
に
よ
っ
て
見
え
て
い
な
か
っ
た
世
界

い
込
み
に
よ
っ
て
見
え
て
い
な
か
っ
た
世
界

に
も
出
合
え
る
。
高
濱
先
生
が
よ
く
「
ゲ
ー

に
も
出
合
え
る
。
高
濱
先
生
が
よ
く
「
ゲ
ー

ム
ば
か
り
は
よ
く
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
の

ム
ば
か
り
は
よ
く
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
の

は
、
概
念
の
世
界
で
し
か
考
え
ら
れ
な
い
と

は
、
概
念
の
世
界
で
し
か
考
え
ら
れ
な
い
と

こ
ろ
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

こ
ろ
に
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

高　

そ
う
な
ん
だ
よ
。
そ
う
い
え
ば
、
障
が

　

そ
う
な
ん
だ
よ
。
そ
う
い
え
ば
、
障
が

い
の
あ
る
息
子
の
丈
太
朗
と
同
じ
宿
で
過
ご

い
の
あ
る
息
子
の
丈
太
朗
と
同
じ
宿
で
過
ご

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
ね
。
そ
の
と
き
に
、

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
ね
。
そ
の
と
き
に
、

修
平
は
な
ん
て
人
格
者
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ

修
平
は
な
ん
て
人
格
者
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ

た
ん
だ
よ
。
丈
太
朗
と
触
れ
合
う
こ
と
に

た
ん
だ
よ
。
丈
太
朗
と
触
れ
合
う
こ
と
に

ま
っ
た
く
躊
躇
し
な
か
っ
た
よ
ね
。

ま
っ
た
く
躊
躇
し
な
か
っ
た
よ
ね
。

川　

壁
を
作
る
こ
と
自
体
に
、
違
和
感
が
あ

　

壁
を
作
る
こ
と
自
体
に
、
違
和
感
が
あ

り
ま
し
た
ね
。
母
が
差
別
に
対
し
て
否
定
的

り
ま
し
た
ね
。
母
が
差
別
に
対
し
て
否
定
的

で
、
僕
も
そ
の
通
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
、
僕
も
そ
の
通
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

母
に
精
神
疾
患
が
あ
る
時
期
も
あ
っ
た
し
、

母
に
精
神
疾
患
が
あ
る
時
期
も
あ
っ
た
し
、

僕
自
身
、
転
校
し
て
疎
外
感
を
抱
い
た
経
験

僕
自
身
、
転
校
し
て
疎
外
感
を
抱
い
た
経
験

も
あ
っ
た
の
で
、
他
人
事
じ
ゃ
な
か
っ
た
の

も
あ
っ
た
の
で
、
他
人
事
じ
ゃ
な
か
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

だ
と
思
い
ま
す
。

高　

な
る
ほ
ど
。
野
外
体
験
で
の
経
験
は
、

　

な
る
ほ
ど
。
野
外
体
験
で
の
経
験
は
、

修
平
の
人
生
に
役
立
っ
て
い
る
？

修
平
の
人
生
に
役
立
っ
て
い
る
？

川　

も
の
す
ご
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。
東
大

　

も
の
す
ご
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。
東
大

で
も
、
就
活
が
始
ま
る
と
多
く
の
学
生
た
ち

で
も
、
就
活
が
始
ま
る
と
多
く
の
学
生
た
ち

が
不
安
に
襲
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す

が
不
安
に
襲
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す

が
、
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
わ
か
ら
な

が
、
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
わ
か
ら
な

い
か
ら
不
安
に
な
っ
て
、
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の

い
か
ら
不
安
に
な
っ
て
、
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の

わ
か
り
や
す
い
も
の
に
す
が
り
始
め
る
ん
だ

わ
か
り
や
す
い
も
の
に
す
が
り
始
め
る
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
う
す
る
と
、
も
っ
と

と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
う
す
る
と
、
も
っ
と

苦
し
く
な
っ
て
い
く
…
。
た
と
え
ば
、
大
自

苦
し
く
な
っ
て
い
く
…
。
た
と
え
ば
、
大
自

然
で
大
空
に
輝
く
星
を
見
て
感
動
し
た
経
験

然
で
大
空
に
輝
く
星
を
見
て
感
動
し
た
経
験

が
あ
れ
ば
、
お
金
と
か
地
位
と
か
関
係
な
く
、

が
あ
れ
ば
、
お
金
と
か
地
位
と
か
関
係
な
く
、

幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
考
え
よ

幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
考
え
よ

う
の
な
い
と
こ
ろ
で
自
然
と
一
緒
に
呼
吸
し

う
の
な
い
と
こ
ろ
で
自
然
と
一
緒
に
呼
吸
し

て
、
友
達
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
、
自
然

て
、
友
達
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
、
自
然

も
友
達
も
理
不
尽
な
と
こ
ろ
は
あ
る
か
ら
ぶ

も
友
達
も
理
不
尽
な
と
こ
ろ
は
あ
る
か
ら
ぶ

つ
か
り
合
い
も
あ
っ
て
、
そ
ん
な
か
か
わ
り

つ
か
り
合
い
も
あ
っ
て
、
そ
ん
な
か
か
わ
り

合
い
の
な
か
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
過

合
い
の
な
か
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
過

ご
す
経
験
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

ご
す
経
験
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

高　

お
ぉ
～
。
野
外
体
験
の
醍
醐
味
を
味

　

お
ぉ
～
。
野
外
体
験
の
醍
醐
味
を
味

わ
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
い
よ
。
修
平
は
、
大

わ
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
い
よ
。
修
平
は
、
大

事
な
こ
と
か
ら
目
を
逸
ら
さ
ず
に
生
き
て
い

事
な
こ
と
か
ら
目
を
逸
ら
さ
ず
に
生
き
て
い

け
て
い
る
と
こ
ろ
が
素
敵
だ
な
。
こ
れ
か
ら

け
て
い
る
と
こ
ろ
が
素
敵
だ
な
。
こ
れ
か
ら

も
、
応
援
し
て
い
る
よ
！

も
、
応
援
し
て
い
る
よ
！

川　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

リ
バ
ラ
ン
サ
ー
と
し
て
の
活
動
や
家
族
の
こ
と

リ
バ
ラ
ン
サ
ー
と
し
て
の
活
動
や
家
族
の
こ
と

な
ど
、
続
き
は
こ
ち
ら
！

な
ど
、
続
き
は
こ
ち
ら
！

8
生井ちま・ちまりー｜棒高跳びで全国大会に行っていたアスリート。会ったとたんに、キラキラの笑顔で相手を魅了します。サマースクールのキリっとしながら、明るく素敵な彼女のありよう
に憧れて、入社を希望した人がたくさんいます。一方で、美的センスも素晴らしく、彼女が選んだ海外土産の食器はオシャレで、私はそれを見るたびに「センス良いよなー」とつぶやいています。 カタ



『おだんごぱん』
せた ていじ　訳
わきた かず　絵

（福音館書店）
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キ
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チ
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キ
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チ
ン

お
は
な
し
の

お
は
な
し
の

vol.4vol.4vol.4vol.4

花
はな

まる学
がくしゅうかい

習会

田
た ば た

畑 敦
あ つ こ

子

①�ボウルに強
きょうりきこ

力粉、ライ麦
むぎ

粉
こ

、塩
しお

を入れてよく混
ま

ぜる。

②�別
べつ

のボウルにドライイーストときび砂
ざ と う

糖を入
い

れ、ぬるま湯
ゆ

を加
くわ

えて丁
ていねい

寧に混
ま

ぜておく。

③� ①のボウルに②を加
くわ

え、ゴムベラで粉
こ な け

気がなくなるまで混
ま

ぜたら、ボウルの中
なか

で２～ 3 分
ぷん

こねる。サワークリー

ムを加
くわ

え、さらにこねたらひとまとめにし、ラップをして温
あたた

かい場
ば し ょ

所に置
お

くか、オーブンの発
はっこう

酵機
き の う

能（35℃で

40 分
ぷん

）で一
い ち じ

次発
はっこう

酵させる。

④� ③の生
き じ

地が約
やく

2 倍
ばい

になったら、手
て

で押
お

さえてガス抜
ぬ

きをし、6 等
とうぶん

分に分
ぶんかつ

割してきれいに丸
まる

め、ラップをかけて

10 分
ぷん

生
き じ

地を休
やす

ませる。

⑤� ④の生
き じ

地をもう一
い ち ど

度軽
かる

く押
お

さえてガスを抜
ぬ

き、丸
まる

め直
なお

したものを天
てんばん

板に並
なら

べてそのまま室
しつおん

温で 20 分
ぷん

、二
に じ

次発
はっこう

酵

させる。

⑥�溶
と

かしバターを表
ひょうめん

面に塗
ぬ

り、200℃に予
よ ね つ

熱したオーブンで 13 分
ぷん

焼
や

き、焼
や

き上
あ

がりにもう一
い ち ど

度溶
と

かしバターを塗
ぬ

る。
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PICK UP

キ
ッ
チ
ン

キ
ッ
チ
ン

お
は
な
し
の

お
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な
し
の

キ
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チ
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チ
ン

お
は
な
し
の

お
は
な
し
の

vol.1vol.1vol.1vol.1

vol.2vol.2vol.2vol.2
vol.3vol.3vol.3vol.3
vol.4vol.4vol.4vol.4
vol.5vol.5vol.5vol.5
vol.6vol.6vol.6vol.6
vol.7vol.7vol.7vol.7
vol.8vol.8vol.8vol.8
vol.9vol.9vol.9vol.9

vol.10vol.10vol.10vol.10vol.10vol.10
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キ
ッ
チ
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キ
ッ
チ
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お
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な
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の

お
は
な
し
の

キ
ッ
チ
ン

キ
ッ
チ
ン

お
は
な
し
の

お
は
な
し
の

vol.4vol.4vol.4vol.4

おだんごパン

強
きょうりきこ

力粉����� 120g

ライ麦
むぎ

粉
こ

����� 80g

塩
しお

���������4g

ドライイースト���3g

きび砂
ざ と う

糖����� 10g

ぬるま湯
ゆ

���� 130g

サワークリーム�� 40g

溶
と

かしバター��� 30g

難
な ん い ど

易度：★★★★★作
さぎょう

業時
じかん

間：70 分
ぷん

（発
はっこう

酵時
じかん

間は含
ふく

まず）

レシピ・写真提供：料理家 江口 恵子（natural food cooking）
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ロ
シ
ア
の
昔

む
か
し
ば
な
し
話
で
あ
る
『
お
だ
ん
ご
ぱ
ん
』。「
パ
ン
ケ
ー
キ
」

や
「
か
た
や
き
パ
ン
」
な
ど
と
い
う
名な

ま
え前

に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
パ
ン
が
逃に

げ
出だ

す
と
い
う
お
話は

な
し

は
、
ロ
シ
ア

だ
け
で
な
く
イ
ギ
リ
ス
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
国く

に

に

語か
た

り
継つ

が
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
昔

む
か
し
ば
な
し

話
と
い
う
も
の
は
、
文も

字じ

で
は
な
く
口く

ち
づ
た伝

え
で
語か

た

り
継つ

が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

『
お
だ
ん
ご
ぱ
ん
』
以い

が
い外
に
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
国く

に

で
似に

た
よ
う
な
、

で
も
少す

こ

し
違ち

が

う
よ
う
な
お
話は

な
し
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。

　
『
お
だ
ん
ご
ぱ
ん
』
を
訳や

く

し
た
瀬せ

た田
貞て

い
じ二

さ
ん
は
、『
ナ
ル
ニ

ア
国
物
語
』
や
『
三さ

ん

び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
』
な
ど
、

多お
お

く
の
お
話は

な
し

の
翻ほ

ん
や
く訳
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
子こ

ど
も
向む

け
の
本ほ

ん

だ

け
で
な
く
、
児じ

ど
う
ぶ
ん
が
く

童
文
学
評ひ

ょ
う
ろ
ん
論
も
書か

か
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
の

ひ
と
つ
『
児じ

ど
う童
文ぶ

ん
が
く学
論ろ

ん

』
で
以い

か下
の
よ
う
に
書か

い
て
い
ま
す
。

　

同ど
う
し
ゅ種

の
物
も
の
が
た
り

語
が
、地ち
ほ
う方

に
よ
り
国く
に

に
よ
っ
て
、よ
く
み
れ
ば
「
と
こ
ろ
に
よ
っ

て
品し
な

変か

わ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
ち
が
い
が
あ
っ
て
、
け
っ
し

て
「
そ
っ
く
り
」
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
同お
な

じ
タ
ン
ポ
ポ
の
種し
ゅ
し子

で
も
、
根ね

づ
い
た
土と

ち地
の
条
じ
ょ
う
け
ん
件
に
よ
っ
て
、
葉は

も
花は
な
も
す
こ
し
ず
つ
ち
が
う

も
の
に
な
る
事じ
じ
ょ
う情
と
く
ら
べ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
昔
む
か
し
ば
な
し
話
の
花は
な
は
、
お

国く
に
ぶ
り
に
よ
っ
て
青あ
お
に
も
赤あ
か
に
も
咲さ

き
変か

わ
り
ま
す
。

（
瀬せ

た田
貞て
い
じ二
著ち
ょ
『
児じ
ど
う童
文ぶ
ん
が
く学
論ろ
ん
（
上
じ
ょ
う）・（
下げ

）
瀬せ

た田
貞て
い
じ二
子こ

ど
も
の
本ほ
ん

評ひ
ょ
う
ろ
ん論

集し
ゅ
う』
福
ふ
く
い
ん
か
ん

音
館
書し
ょ
て
ん店
）

　

ロ
シ
ア
版ば

ん

の
『
お
だ
ん
ご
ぱ
ん
』
は
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば

あ
さ
ん
の
も
と
か
ら
逃に

げ
出だ

し
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

動ど
う
ぶ
つ物
に
出で

あ会
う
の
で
す
。
動ど

う
ぶ
つ物
た
ち
は
、
お
だ
ん
ご
ぱ
ん
を
食た

べ
よ
う
と
す
る
の
で
す
が
、
お
だ
ん
ご
ぱ
ん
は
歌う

た

い
な
が
ら
逃に

げ
て
い
き
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
て
ん
か
の
お
だ
ん
ご
ぱ
ん
。
ぼ
く
は
、
こ
な
ば
こ　

ご
し
ご
し

か
い
て
、
あ
つ
め
て
と
っ
て
、

　

そ
れ
に
、
ク
リ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
ま
ぜ
て
、
バ
タ
ー
で
や
い
て
、
そ
れ
か
ら
、

ま
ど
で
ひ
や
さ
れ
た
。

（
ロ
シ
ア
の
昔
む
か
し
ば
な
し
話
・
せ
た
て
い
じ
訳や
く
・
わ
き
た
か
ず
絵え

『
お
だ
ん
ご
ぱ
ん
』
福ふ
く

音い
ん

館か
ん

書し
ょ

店て
ん

）

　

瀬せ

た田
さ
ん
が
翻ほ

ん
や
く訳

さ
れ
る
絵え

ほ
ん本

は
、
読よ

ん
で
い
て
心こ

こ
ち地

よ
い

リ
ズ
ム
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
つ
い
つ
い
、
節ふ

し

を
つ
け
て
、
歌う

た

い
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
ど
ん
ど
ん
逃に

げ
て
い
く
お

だ
ん
ご
ぱ
ん
。
ど
こ
ま
で
逃に

げ
切き

れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
読よ

み

な
が
ら
ど
き
ど
き
し
ま
す
。
動ど

う
ぶ
つ物
に
出で

あ会
い
、
歌う

た

い
、
逃に

げ
る
、

そ
し
て
ま
た
出で

あ会
い
…
と
同お

な

じ
よ
う
な
展て

ん
か
い開

が
く
り
返か

え

さ
れ
て

い
ま
す
。
昔

む
か
し
ば
な
し
話
で
よ
く
見み

ら
れ
る
手し

ゅ
ほ
う法
な
の
で
す
が
、
子こ

ど
も

た
ち
は
こ
の
く
り
返か

え

し
が
大だ

い

好す

き
で
す
。
同お

な

じ
展て

ん
か
い開
が
く
り
返か

え

さ
れ
な
が
ら
も
、
少す

こ

し
ず
つ
お
話は

な
し

は
進す

す

ん
で
い
き
…
最さ

い
ご後
は
、

想そ
う
ぞ
う像
以い

じ
ょ
う上
に
あ
っ
け
な
い
終お

わ
り
方か

た

を
迎む

か

え
ま
す
。

　

出で

あ会
う
動ど

う
ぶ
つ物

み
ん
な
が
食た

べ
た
が
る
ほ
ど
お
い
し
そ
う
な
パ

ン
、
私わ

た
し

も
食た

べ
て
み
た
い
な
あ
と
思お

も

い
な
が
ら
読よ

ん
で
い
た
子こ

ど
も
の
頃こ

ろ

を
思お

も

い
出だ

し
ま
す
。
チ
ョ
コ
ペ
ン
な
ど
で
顔か

お

を
か
き
、

自じ
ぶ
ん分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
お
だ
ん
ご
ぱ
ん
を
作つ

く

る
の
も
楽た

の

し
そ

う
で
す
ね
。

�
田た

ば
た畑 

敦あ
つ
こ子

タ コ
土方日向・ソイソイ｜バルーンアートの旗手。花まるには「夢社員（一定期間、自分の夢を追いながら、教室も運営する社員）」の一人として入社。オンラインでも、実に多くの子ど
もたちを楽しませてくれましたし、何かイベントがあると引っ張りだこです。子どもを心から幸せにしたい、笑顔にしたいと願って生きる彼の、独自の道を応援し続けたいと思います。

材
ざいりょう

料 作
つ く

り方
か た



動
ど う ぶ つ

物たちの冒
ぼ う け ん

険

『リンドバーグ』『アームストロング』に続
つづ

く、勇
ゆ う き

気と知
ち え

恵を

持
も

ったネズミの冒
ぼうけん

険を描
えが

いたシリーズの 3 作
さ く め

目。今
こんかい

回は先
せ ん ぞ

祖が

遺
のこ

したある「宝
たから

もの」を探
さが

す小
こ

ネズミのピートとネズミ大
だいがく

学の

教
きょうじゅ

授が、大
たいせいよう

西洋の海
かいてい

底に沈
しず

む沈
ちんぼつせん

没船を目
め ざ

指します。多
た さ い

彩な海
うみ

の

生
い

き物
もの

など、緻
ち み つ

密に描
えが

きこまれた海
うみ

の情
じょうけい

景がとにかく見
み ご と

事で、

謎
な ぞ と

解きの要
よ う そ

素も魅
みりょく

力の一
いっさつ

冊。

トーベン・クールマン　作
さく

金
かねはら

原 瑞
みずひと

人　訳
やく

（ブロンズ新
しんしゃ

社）

『エジソン
  ネズミの海

か い て い

底大
だ い ぼ う け ん

冒険』

ある日
ひ

、大
おお

きな声
こえ

で吠
ほ

えた元
げ ん き

気な山
やまいぬ

犬。

すると体
からだ

の中
なか

の「元
げ ん き

気」が外
そと

に出
で

て巨
きょだい

大

な鳥
とり

の形
かたち

になり、ヘビの形
かたち

になったもとの体
からだ

を襲
おそ

い始
はじ

め……。

全
ぜんぺん

編にわたって、色
いろ

とりどりの木
き

の実
み

を並
なら

べるだけで作
つく

られた

異
いしょく

色のアート絵
え ほ ん

本。奇
き そ う て ん が い

想天外、それでいてエネルギーにあふれた

物
ものがたり

語を通
とお

して、自
し ぜ ん

然の持
も

つダイナミックさを感
かん

じられます。これ

からの秋
あき

の季
き せ つ

節、実
じっさい

際に木
き

の実
み

を探
さが

して並
なら

べ、自
じ ぶ ん

分だけのお話
はなし

を

作
つく

りたくなってくること請
う

け合
あ

いです。

田
た し ま

島 征
せいぞう

三　作
さく

（福
ふくいんかん

音館書
しょてん

店）

『ガオ』

クビ寸
すんぜん

前の冴
さ

えない記
き し ゃ

者ティベが出
で あ

会ったのは、化
か が く

学ゴミを

食
た

べて人
にんげん

間に変
へんしん

身してしまったメス猫
ねこ

ミヌース。ネコ社
しゃかい

会の

情
じょうほうもう

報網を駆
く し

使して集
あつ

めたニュースでティベは敏
びんわん

腕記
き し ゃ

者となりま

すが、やがて町
まちぜんたい

全体を巻
ま

き込
こ

む大
おお

きな騒
そうどう

動が起
お

こります。オラ

ンダの国
こくさい

際アンデルセン賞
しょう

作
さ っ か

家による、映
え い が

画化
か

もされたコミカ

ルな動
どうぶつ

物ファンタジー。

アニー・Ｍ・Ｇ・シュミット　作
さく

カール・ホランダー　絵
え

西
にしむら

村 由
ゆ み

美　訳
やく

（徳
と く ま

間書
しょてん

店）

『ネコのミヌース』

「こんぴら狗
いぬ

」とは、何
なん

らかの理
り ゆ う

由で四
し こ く

国

の金
こ と ひ ら ぐ う

刀比羅宮（通
つうしょう

称「こんぴらさん」）ま

でお参
まい

りができない飼
か

い主
ぬし

に代
か

わって旅
たび

を

する犬
いぬ

のこと。この物
ものがたり

語は、いまでは信
しん

じられないそんな江
え ど

戸

時
じ だ い

代の風
ふうしゅう

習をもとにつくられました。病
びょうき

気になってしまった飼
か

い主
ぬし

の弥
や よ い

生のために、犬
いぬ

のムツキは東
とうかいどう

海道を歩
ある

いてこんぴらさ

んを目
め ざ

指しますが……。道
どうちゅう

中での出
で あ

会いと別
わか

れが生
い

き生
い

きと描
えが

かれ、ムツキとともに往
おうふく

復 340 里
り

（約
やく

1340km）のはるかな旅
たび

をした気
き ぶ ん

分に浸
ひた

れます。第
だい

58 回
かい

日
に ほ ん

本児
じ ど う

童文
ぶんがくしゃ

学者協
きょうかいしょう

会 賞を受
じゅしょう

賞。

今
い ま い

井 恭
きょうこ

子　著
ちょ

いぬんこ　画
え

（くもん出
しゅっぱん

版）

『こんぴら狗
い ぬ

』

主
しゅじんこう

人公は赤
あ か げ

毛の小
ちい

さなテリア犬
けん

。誕
たんじょう

生、

戦
せ ん か

禍からの逃
とうそう

走、愛
あい

に満
み

ちたおおかみ一
い っ か

家との生
せいかつ

活、別
わか

れ、

人
にんげんかい

間界での新
あら

たな生
せいかつ

活……。最
さ い ご

期まで気
け だ か

高さを失
うしな

わなかった

一
いっぴき

匹の「赤
あか

いおおかみ」の一
いっしょう

生を描
えが

き、人
じんせい

生にまつわるあらゆ

るテーマを静
しず

かに語
かた

ります。コマ割
わ

りで描
えが

かれていて読
よ

みやす

い構
こうせい

成でありながら、まるで長
ちょうへん

編映
え い が

画を観
み

たかのような充
じゅうじつかん

実感

が得
え

られます。

Ｆ . Ｋ . ヴェヒター　作
さく

小
お ざ わ

澤 俊
と し お

夫　訳
やく

（古
こ き ん し ゃ

今社）

『赤
あ か

いおおかみ』

全国か
ら

参加可
能！

10/20（木）・10/ 22（土）10：30 ～ 12：00
参加費　　一家族 500 円（税込）
申込締切　開催前日の 19：00

子どもの本で描かれてきた「自然」を読み解くと、身近な場所にある自然や私たちの「内なる自然」に気づける
視点が身につきます。数々のノンフィクション本とともに、自然を感じられる国内外のスポットも多数紹介。理科
教育のプロフェッショナルによるミニ講座「かんじる科学」とあわせ、好奇心がぐんと広がる時間をお送りします。

〈第6回〉センス・オブ・ワンダー ～子どもの本で「内なる自然を」～10月

https://www.schoolfc.jp/extension/j-hiranuma/2022/

10
樋口雅人・ハッスル｜ 30 年近く前、採用面接を担当した西郡が「プロボクサーでおもしろいのが来たよ。大当たりかドハズレのどっちかだね」と言っていました。大当たりでした。入社後はひたすらに教
室と野外体験の現場を愛する人生。圧倒的に多くの子どもたちを導き、幸せにしてくれました。現場から拾ってきた子どもを見つめる目の温かさ、正直さ。そのコラムに、何度泣かされたことかわかりません。 カタ

平ひ
ら
ぬ
ま沼 

純じ
ゅ
ん 

の読ど

く

書し

ょ

す
る Vol.37

た
　
　 

び



https://www.youtube.com/playlist?list=PL7kd0pC6w0ucOxb6xRttYKplsuzalWxRO

ピ
ア
ノ
協

き
ょ
う
そ
う
き
ょ
く

奏
曲
を

聴き

い
て
み
よ
う

アノネ音楽教室の作曲家の人生を辿る伝記教
材『おぺら』の一部をご紹介！クラシック音
楽の作曲家を毎回一人取り上げて、名曲が生
まれたストーリーに迫ります！

セルゲイ・

ラフマニノフ
1873 〜 1943　ロシア

編集：佐藤 泉純（アノネ音楽教室）

　　　の人
ひと

の身
しんちょう

長は 2m近
ちか

く、ピアノの上
うえ

で手
て

を広
ひろ

げると、 ドから 1オクターブ先
さき

のソまで届
とど

いた

といいます。すばらしいピアニスト、指
し き し ゃ

揮者、作
さっきょくか

曲家であり、故
こきょう

郷のロシアを深
ふか

く愛
あい

した作
さっきょくか

曲家、

セルゲイ・ラフマニノフです。

　ラフマニノフは、1873年
ねん

4月
がつ

1
ついたち

日、ロシアのノヴゴロド州
しゅう

の貴
き ぞ く

族の家
いえ

に生
う

まれました。子
こ

ども

時
じ だ い

代のラフマニノフは、よく授
じゅぎょう

業をさぼって勉
べんきょう

強しなかったので、成
せいせき

績はどんどん下
さ

がっていき

ました。有
ゆうめい

名な音
お ん が く か

楽家だった従
じゅうけい

兄のジロティに「あの子
こ

には厳
きび

しいピアノの修
しゅぎょう

行と、規
き そ く

則正
ただ

しい

生
せいかつ

活が必
ひつよう

要ですよ。モスクワに良
よ

い先
せんせい

生がいます」と助
じょげん

言され、ラフマニノフはペテルブルクに

いる家
か ぞ く

族の元
もと

を離
はな

れ、一
ひ と り

人でモスクワへと旅
たび

立
だ

ったのです。 

　モスクワの音
おんがくじゅく

楽塾で外
が い こ く ご

国語の勉
べんきょう

強や食
しょくじ

事のマナーも厳
きび

しくしつけられて、ラフマニノフは少
すこ

しず

つ、しっかりした少
しょうねん

年に育
そだ

っていきました。やがてラフマニノフは、モスクワ音
おんがくいん

楽院に通
かよ

い始
はじ

めます。

　 「ピアノを弾
ひ

くだけでなく、 曲
きょく

を作
つく

ってみたい！」 この頃
ころ

のラフマニノフは、そう強
つよ

く思
おも

うようになっていました。けれども、

彼
かれ

を一
いちりゅう

流のピアニストに育
そだ

て上
あ

げようと考
かんが

えていた塾
じゅく

の先
せんせい

生は、作
さっきょく

曲を許
ゆる

しません。先
せんせい

生に背
そむ

いて作
さっきょく

曲を始
はじ

めると、ラフマニ

ノフは塾
じゅく

を追
お

い出
だ

されてしまいました。

　ラフマニノフの新
あたら

しい住
す

まいは、お父
とう

さんの妹
いもうと

の家
か ぞ く

族が住
す

むサーティン家
け

でした。久
ひさ

しぶりの温
あたた

かい家
か て い

庭の雰
ふ ん い き

囲気にラフマ

ニノフの心
こころ

はなごみます。

　1891年
ねん

、作
さっきょく

曲とピアノ両
りょうほう

方で金
きんしょう

賞の証
あかし

、大
だい

金
きん

メダルを受
う

けとって、ラフマニノフは音
おんがくいん

楽院を卒
そつぎょう

業します。 その後
ご

すぐに

『幻
げんそうてき

想的小
しょうきょくしゅう

曲集』を作
さっきょく

曲したラフマニノフ。発
はっぴょう

表は大
だいせいこう

成功し、ラフマニノフ自
じ し ん

身も驚
おどろ

くほどの人
にんききょく

気曲になります。順
じゅんちょう

調なスター

トを切
き

ったラフマニノフはこのとき、19歳
さい

でした。

　22 歳
さい

のラフマニノフは初
はじ

めて交
こうきょうきょく

響曲を作
さっきょく

曲します。ところが、初
はじ

めての発
はっぴょう

表のとき、 演
えんそう

奏が終
お

わるやいなや、ラフマ

ニノフはホールの外
そと

へ飛
と

び出
だ

してしまいました。指
し き し ゃ

揮者や演
えんそうしゃ

奏者が曲
きょく

をきちんと理
り か い

解しないで演
えんそう

奏したために、発
はっぴょう

表は

大
だいしっぱい

失敗に終
お

わったのです。ラフマニノフは深
ふか

く傷
きず

つき、その後
ご

まったく作
さっきょく

曲をしなくなってしまいます。 

　サーティン家
け

の人
ひとびと

々は、心
こころ

の病
びょうき

気の専
せ ん も ん か

門家、ダーリ博
は か せ

士に相
そうだん

談しました。ダーリ博
は か せ

士はラフマニノフに何
なん

か月
げつ

もの間
あいだ

、

励
はげ

ましの言
こ と ば

葉をかけ続
つづ

けました。そしてついに、作
さっきょく

曲がまったくできなくなってから3 年
ねん

以
いじょう

上が経
た

った1900 年
ねん

、ラフマ

ニノフは『ピアノ協
きょうそうきょく

奏曲第
だい

２番
ばん

』を完
かんせい

成させます。次
つぎ

の年
とし

、指
し き

揮は従
じゅうけい

兄のジロティ、ピアノはラフマニノフ自
じ し ん

身が担
たんとう

当し

た発
はっぴょう

表は大
だいせいこう

成功。『ピアノ協
きょうそうきょく

奏曲第
だい

２番
ばん

』は、世
せ か い

界で最
もっと

も人
に ん き

気のあるピアノ協
きょうそうきょく

奏曲と言
い

われるほど、人
ひとびと

々に愛
あい

される曲
きょく

に

なります。 こうして作
さっきょくか

曲家ラフマニノフは完
かんぜん

全に復
ふっかつ

活したのです。

そ

『ピアノ協
きょうそうきょく

奏曲第
だい

２番
ばん

ハ短
たんちょう

調』
Op.18（1900-1901年

ねん

)

11

vol.37

ラフマニノフ

タ コ
松田な奈・123456 ななリーダー｜正社員採用が始まった時代の第一期生。教室長としても大人気で、いま大学生になった卒業生などにインタビューすると、彼女がいかに良い先生だったか
を伝えてくれます。現在は、規模拡大した野外体験部の大黒柱。翌年に向けた反省と解決策提案を、小まめに繰り返す彼女の執念の積み重ねが、危機管理はじめ多くの改善につながりました。



どうまねればいいかを
見せる

12
水口加奈・しゃんはい｜もともと信頼を集める教室長でしたが、一番の強味は「創造力」だとずっと思っています。「親子探偵団」の初期の頃、ポンポンポンポン次々に出てくるアイデ
アマンぶりは、忘れられません。手作り感あふれる大学の学園祭のような楽しい気持ちで、一緒に創りあげたものです。いまは二児の母となり、幼稚園の正課での授業でも頑張っています。

　

子
ど
も
は
「
ま
ね
る
」
生
き
も
の
で
す
。

　

お
母
さ
ん
の
口
ぐ
せ
で
あ
ろ
う
セ
リ
フ
を
作

文
で
書
い
た
り
、も
っ
と
も
ら
し
く
話
し
た
り
。

お
姉
ち
ゃ
ん
が
弟
に
対
し
て
話
す
言
い
方
が
、

き
っ
と
お
う
ち
で
い
つ
も
自
分
が
大
人
か
ら
言

わ
れ
て
い
る
言
葉
な
ん
だ
ろ
う
な
あ
と
ク
ス
ッ

と
笑
っ
て
し
ま
っ
た
り
…
。

　

家
庭
の
様
子
が
透
け
て
見
え
る
、
そ
ん
な
お

か
し
く
っ
て
た
ま
ら
な
い
経
験
を
、
子
ど
も
と

か
か
わ
る
大
人
で
あ
れ
ば
一
度
は
し
た
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

　

脳
神
経
細
胞
の
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
は
、
他

人
の
行
動
を
見
て
い
る
と
、
ま
る
で
自
分
が
そ

の
行
動
を
行
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
反
応
す
る

そ
う
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
の
世
界
で
も
、

プ
ロ
の
動
き
を
間
近
で
見
る
だ
け
で
、
私
た
ち

の
脳
細
胞
は
そ
こ
か
ら
す
で
に
学
ん
で
い
る
。

　

小
学
生
の
集
団
を
見
て
い
て
も
同
じ
で
す
。

３
年
生
が
靴
を
揃
え
る
と
、
初
め
て
教
室
に
き

た
１
年
生
も
同
じ
よ
う
に
し
ま
す
。
逆
上
が
り

が
で
き
な
い
子
が
、
隣
で
く
る
り
と
回
る
友
達

を
見
た
次
の
瞬
間
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
で
さ
え
、
大
人
の
し
ぐ
さ

を
本
能
的
に
ま
ね
ま
す
し
、「
お
ま
ま
ご
と
」は
、

家
族
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
役
割
を
「
ま
ね
」
し

て
演
じ
る
こ
と
で
そ
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
学
ん

で
い
る
。

　

ま
ね
る
こ
と
は
、
学
ぶ
こ
と
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、最
も
根
源
的
で
本
能
的
な
学
び
が
、

「
ま
ね
る
」
こ
と
な
の
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
良
い
教
育
と
は
、
ま
ず

大
人
自
身
が
「
子
ど
も
に
ま
ね
ら
れ
る
に
値
す

る
よ
う
に
在
る
」
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

　
「
ホ
ラ
、
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
し
て
！
」「
そ
ん
な

と
き
は
、
何
て
い
う
の
！
」
と
子
ど
も
に
言
う

前
に
、
わ
た
し
た
ち
大
人
が
、
ど
う
ま
ね
を
す

れ
ば
い
い
か
を
、
ち
ゃ
ん
と
見
せ
つ
づ
け
て
あ

げ
る
。

　
「
わ
た
し
の
振
る
舞
い
は
、
子
ど
も
が
見
て
、

ま
ね
る
に
値
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
」「
昨
日
の

私
よ
り
も
、
今
日
の
私
は
成
長
し
て
い
る
だ
ろ

う
か
」
子
ど
も
を
前
に
す
る
と
き
、
私
は
い
つ

も
こ
の
こ
と
を
、自
分
の
胸
に
問
い
か
け
ま
す
。

　

す
ご
く
気
持
ち
の
い
い
挨
拶
を
す
る
子
だ
な

あ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
お
迎
え
の
お
父
さ
ん
が

ハ
キ
ハ
キ
と
お
返
事
さ
れ
る
方
だ
っ
た
り
、
こ

の
子
は
鞄
に
い
つ
も
本
が
入
っ
て
い
て
、
本
好

き
な
ん
だ
な
あ
と
思
っ
て
み
て
い
た
ら
、
お
迎

え
の
お
母
さ
ん
も
本
を
読
み
な
が
ら
待
っ
て
い

た
り
。

　

私
た
ち
が
想
像
す
る
以
上
に
、
子
ど
も
た
ち

は
周
囲
の
人
の
行
動
を
見
て
、ま
ね
を
し
ま
す
。

そ
の
人
が
い
ま
を
ど
ん
な
気
持
ち
で
生
き
て
い

る
の
か
も
、
本
質
的
に
見
抜
い
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
い
つ
も
成
長
す
る
心
を
持
ち
続
け
る
人

間
に
、
つ
い
て
き
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

ま
ね
ら
れ
る
大
人
で
あ
る
た
め
に
、「
良
い

お
母
さ
ん
」
を
演
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
あ
り
の
ま
ま
の
あ
な
た
」
が
今
日
一
日
を
楽

し
ん
で
い
た
ら
、そ
れ
だ
け
で
子
ど
も
た
ち
は
、

た
く
さ
ん
の
も
の
を
あ
な
た
か
ら
受
け
取
っ
て

い
き
ま
す
よ
。�

R
i
n
（
井
岡 

由
実
）

こころと頭を
同時に伸ばす
幼児期の子育て

Rinコラム
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オンライン Atelier for KIDs

　　
参加費　　1 名 2900 円（税込・材料郵送費込）
定員　　　小学 1年生～中学生 36 名（抽選）
申込期間　9/9（金）～ 10/5（水）19:00
https://www.hanamarugroup.jp/art-edu/news.php

10/16（日） 10：30 ～12：00　ネイチャーART

全国か
ら

参加可
能！

カタ

Rinせんせいの SNS
ARTのとびらYouTubeなど

すべてのリンクは
こちらから▶

Rin（井岡 由実）
花まる学習会取締役、「ARTのとびら」主宰。児
童精神科医の稲垣孝氏とともに、心を病んだ青年
たちへの専門的な対応に専心。花まる学習会年中・
年長向け教材開発に携わり、冊子『１年生になる
前に』では、幼児期に伸ばしたい能力や感性の教
育について論じる。著書に『こころと頭を同時に
伸ばす AI時代の子育て』（実務教育出版）ほか。



　

影
と
遊
ぶ

　

ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
ど
ん
ど
ん
電
燈
の
方
へ
下
り

て
行
き
ま
す
と
、
い
ま
ま
で
ば
け
も
の
の
よ
う

に
、
長
く
ぼ
ん
や
り
、
う
し
ろ
へ
引
い
て
い
た

ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
影
ぼ
う
し
は
、
だ
ん
だ
ん
濃
く

黒
く
は
っ
き
り
に
な
っ
て
、
足
を
あ
げ
た
り
手

を
振
っ
た
り
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
横
の
方
へ
ま
わ
っ

て
く
る
の
で
し
た
。

�

（『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
新
潮
文
庫
）

　

宮
沢
賢
治
の
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
一
節
に
、

主
人
公
の
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
自
分
の
影
と
遊
ぶ
記

述
が
あ
り
ま
し
た
。
い
か
に
も
宮
沢
賢
治
ら
し

い
文
章
で
す
が
、
誰
が
読
ん
で
も
そ
の
光
景
が

目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
写
実
的
な
描
写
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
光
景
が
頭
の
中
で
再
現
で
き
る

の
は
、
多
く
の
人
が
影
で
遊
ん
だ
こ
と
が
あ
る

か
ら
で
し
ょ
う
。
夕
陽
を
背
に
受
け
、
自
分
の

身
長
の
何
倍
も
長
く
伸
び
た
影
を
見
て
、
そ
れ

が
ま
る
で
自
分
と
違
う
生
き
物
の
よ
う
で
あ
り

な
が
ら
、
同
時
に
動
く
と
い
う
感
覚
の
不
一
致

を
楽
し
ん
だ
こ
と
は
、
き
っ
と
誰
も
が
経
験
の

あ
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

写
真
も
映
像
も
鏡
す
ら
も
無
か
っ
た
時
代
、

「
自
分
と
い
う
存
在
」
を
確
認
で
き
る
も
の
と

し
て
影
は
大
き
な
存
在
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

人
間
が
「
自
分
が
存
在
し
て
い
る
」
と
認
識
で

き
る
の
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
か
な
り
時
間
が
経
っ

て
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
あ
る
と
き
自
分

と
そ
っ
く
り
同
じ
に
動
く
影
を
見
て
そ
の
不
思

議
に
気
づ
き
、
そ
の
影
を
生
み
出
し
て
い
る
「
何

か
」、
つ
ま
り
「
自
分
と
い
う
存
在
」
に
、
人
間

は
気
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

花
ま
る
の
教
室
で
も
影
と
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
る
日
の
年
中
ク

ラ
ス
、
そ
の
日
は
絵
の
具
に
直
接
触
っ
て
絵
を

描
く
と
い
う
日
で
し
た
。
普
段
な
か
な
か
で
き

な
い
遊
び
に
子
ど
も
た
ち
が
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
、
ヌ
ル
ヌ
ル
と
絵

の
具
の
感
触
を
楽
し
ん
で
い

る
と
き
、
一
人
の
子
が
用

紙
か
ら
一
瞬
手
を
離
し
ま

し
た
。
そ
し
て
白
紙
と

な
っ
て
い
る
部
分
に
再
び

手
を
置
き
、
ま
た
手
を
上
げ

た
瞬
間
、
そ
の
子
は
残
さ
れ
た

自
分
の
手
形
を
発
見
し
ま
し
た
。
固

定
さ
れ
た
自
分
の
影
。
用
紙
に
残
っ
た
手
形
と

絵
の
具
ま
み
れ
の
自
分
の
手
を
か
わ
る
が
わ
る

見
つ
め
て
、
そ
の
原
理
に
気
づ
い
た
彼
は
ペ
タ
ッ

ペ
タ
ッ
ペ
タ
ッ
と
紙
の
余
白
に
ス
タ
ン
プ
の
よ

う
に
手
形
を
つ
け
始
め
た
の
で
す
。
そ
れ
を

見
て
い
た
ほ
か
の
子
も
い
っ
せ
い
に
ペ
タ
ッ
ペ

タ
ッ
ペ
タ
ッ
と
始
め
ま
し
た
。

　

次
々
に
残
さ
れ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
手
形

を
見
て
、「
手
の
洞
窟
」
と
も
呼
ば
れ
る
ク
エ
バ
・

デ
・
ラ
ス
・
マ
ノ
ス
と
い
う
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

古
代
遺
跡
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
古
代
の
芸
術

家
が
残
し
た
遺
跡
で
す
。
そ
こ
に
は
ス
テ
ン
シ

ル
と
い
う
、
最
近
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
お
騒
が
せ

者
バ
ン
ク
シ
ー
が
用
い
る
こ
と
で
有
名
な
、
型

に
塗
料
を
吹
き
か
け
る
こ
と
で
そ
の
影
が
残
る

と
い
う
技
法
で
描
い
た
手
形
が
、
洞
窟
の
壁
に

た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

古
代
と
最
新
の
芸
術
家
が
同
じ
技
法
を
使
っ

て
い
る
と
い
う
の
も
お
も
し
ろ
い
話
で
す
が
、

何
の
た
め
に
こ
う
い
っ
た
遺
跡
が
つ

く
ら
れ
た
の
か
を
語
る
と
き
、

儀
礼
や
祭
事
と
い
う
説
明
が

多
く
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
か
に
そ
れ
は
そ
う
な
の

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ

の
も
の
の
根
っ
こ
を
辿
れ

ば
「
楽
し
か
っ
た
か
ら
」
と

い
う
の
が
も
と
も
と
の
動
機
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
と
、
影
と
遊
ぶ
子
ど

も
た
ち
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ペ
タ
ペ
タ
と
残

さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
手
形
と
塗
料
を
吹
き
付

け
た
古
代
人
の
手
形
は
、
ち
ょ
う
ど
フ
ィ
ル
ム

の
ポ
ジ
と
ネ
ガ
の
よ
う
に
反
対
で
す
が
、
そ
こ

で
生
ま
れ
た
感
動
は
同
じ
も
の
だ
っ
た
は
ず
で

す
。
固
定
さ
れ
た
影
と
も
言
え
る
手
形
を
残
す

楽
し
さ
と
、
そ
の
影
を
生
ん
で
い
る
「
自
分
と

い
う
存
在
」
を
感
じ
な
が
ら
、
遊
び
に
興
じ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
遊
び
を
、
古
代
の
人
々

は
祭
事
に
も
使
っ
た
の
だ
ろ
う
と
、
私
は
想
像

し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
の
時
代
か
ら
か
、
芸
術
は
作
品
と
い
う

「
結
果
」
を
鑑
賞
す
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
つ
け
る
手
形
や
、
古

代
遺
跡
に
残
さ
れ
た
手
形
を
見
る
と
、
芸
術
と

い
う
も
の
が
「
行
為
」
で
あ
る
と
思
え
て
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
芸
術
と
い
う
「
行
為
」
を
楽
し

む
よ
う
に
、
古
代
の
芸
術
家
も
楽
し
ん
だ
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
生
々
し
く
残
さ
れ
た
手
形
か

ら
は
、
若
者
が
ワ
イ
ワ
イ
し
な
が
ら
壁
に
手
を

当
て
、
自
分
の
影
を
残
し
て
い
た
光
景
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。
遺
跡
に
残
さ
れ
た
手
形
は
、
思

春
期
の
子
ど
も
た
ち
の
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

�

花
ま
る
学
習
会　

山
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浦岡翠・リート｜子どもが大好きであることが、雑誌の表紙のような輝く笑顔に表れている温かい先生。アノネ音楽教室の先生でもありますが、声楽のプロフェッショナルです。
私の還暦パーティで、彼女が歌ってくれたときは、お客さまが「すごいね！」と驚いていました。音楽を愛し、子どもを愛する彼女が、どのような地平を拓いていくのか楽しみです。

山崎　隆 Yamazaki Takashi

東京東ブロック教室長。千葉県の
内陸部出身。2 歳上の姉と 3 歳下
の弟と、だだっぴろい関東平野の
片隅で育つ。小さい頃、外遊びは
もちろんだが室内で遊ぶのも好き
で、図鑑を開いては恐竜のいる世
界を想像していた。高学年の頃よ
り伝記を通して歴史に親しむ。休
みの日には、青春 18 きっぷで目的
もなく出かけることを楽しみにし
ている。
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14
秦野達也・ダンク｜たんたんと努力を積み重ねられる人柄。マンガのキャラクターにもいそうな、触れる人を安心させる風貌の一方、教育には真剣な想いを持っていて、花まるはもち
ろんアルゴクラブでの指導にも定評があり、グループ内では数理的思考力指導での柱の一人となっています。長い付き合いのなかで「こいつ、やるな」と何度も思い知らされた人物です。 カタ

や
り
た
い
こ
と
は

や
り
た
い
こ
と
は

だ
れ
か
を
想
う
気
持
ち
か
ら
始
ま
る

だ
れ
か
を
想
う
気
持
ち
か
ら
始
ま
る

　
「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」

そ
ん
な
ふ
う
に
悩
ん
で
い
る
時
期
が
、
私
に
は

あ
り
ま
し
た
。
で
は
、
い
ま
は
ど
う
な
の
か
？

子
ど
も
た
ち
と
学
ぶ
こ
の
時
間
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
、
そ
し
て
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

日
々
考
え
な
が
ら
と
も
に
学
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
想
像

し
な
が
ら
準
備
を
す
る
時
間
。
子
ど
も
た
ち
と

過
ご
す
授
業
で
の
時
間
。
子
ど
も
た
ち
が
帰
っ

た
あ
と
に
片
付
け
る
時
間
。
私
に
と
っ
て
す
べ

て
の
時
間
が
愛
お
し
く
、
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
す
。み
な
さ
ま
も
、だ
れ
か
の
た
め
を
想
っ

て
行
動
す
る
こ
と
が
、
自
分
の
喜
び
と
な
る
経

験
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

以
前
、「
生
き
物
博
士
」
と
教
室
で
呼
ば
れ

て
い
た
子
が
い
ま
し
た
。
当
時
、
6
年
生
の
K

く
ん
で
す
。
彼
の
生
き
物
に
対
す
る
深
い
愛
情

と
豊
富
な
知
識
は
、
と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。

今
回
は
、
そ
ん
な
彼
の
お
話
を
し
ま
す
。

　
過
去
に
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
気
が
合
わ
ず
悩

ん
で
い
た
時
期
が
あ
っ
た
K
く
ん
。
ど
ん
な
生

き
物
で
も
大
切
に
す
る
心
が
素
敵
だ
と
感
じ
る

子
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
理
解
で
き
な
い
子
も

少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
雰
囲

気
の
学
校
に
行
く
の
が
少
し
ず
つ
億
劫
に
な
っ

て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
悩
ん
で
い
た
時
期
に
、

K
く
ん
の
叔
父
が
交
通
事
故
に
遭
い
、
下
半
身

不
随
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た

K
く
ん
は
「
自
分
が
叔
父
に
何
か
し
て
あ
げ
た

い
」
と
、
そ
う
強
く
思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

時
期
、
た
ま
た
ま
興
味
を
も
っ
て
い
た
『
プ
ラ

ナ
リ
ア
』
が
再
生
医
療
の
分
野
で
研
究

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
K
く
ん
は
知
り

ま
し
た
。
プ
ラ
ナ
リ
ア
は
、
同
じ
細
胞

や
組
織
の
分
裂
が
可
能
な
生
物
で
す
。

義
手
・
義
足
で
は
な
い
自
身
の
再
生
能

力
を
高
め
、
叔
父
に
再
び
自
分
の
足
で

歩
い
て
も
ら
う
こ
と
が
、
い
つ
し
か
彼

の
夢
に
な
り
ま
し
た
。

　
家
に
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
K
く
ん
の

行
動
は
一
変
し
ま
し
た
。
家
で
プ
ラ
ナ

リ
ア
の
生
態
観
察
を
し
、
個
体
の
数
を

増
や
し
、
自
分
な
り
に
調
査
。
自
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
、
プ
ラ
ナ
リ
ア

研
究
に
詳
し
い
大
学
教
授
の
も
と
に
赴

き
、た
く
さ
ん
質
問
を
し
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
彼
の
変
化
に
一
番
驚
き
、
感
動
し
た
の

は
、
K
く
ん
の
ご
両
親
で
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
、「
た
だ
笑
っ
て
生
活
し
て
も
ら
え
れ
ば
い

い
」
と
思
っ
て
お
り
、
K
く
ん
の
気
持
ち
を
尊

重
し
た
い
と
見
守
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う

で
す
。
自
ら
行
動
す
る
K
く
ん
の
変
化
に
、
お

母
さ
ま
は
目
に
涙
を
う
っ
す
ら
浮
か
べ
て
、「
私

が
救
わ
れ
た
気
持
ち
で
す
」
と
、
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
に
向
か
っ
て
、
躊
躇

な
く
進
む
こ
と
が
で
き
た
K
く
ん
。
彼
の
よ
う

に
、「
だ
れ
か
の
た
め
に
」
と
い
う
ま
っ
す
ぐ

な
想
い
は
、
行
動
に
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。

彼
も
最
初
は
明
確
な
夢
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、「
生
き
物
が
好
き
」
と
い

う
気
持
ち
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
身
近
で
起
き
た
こ
と
に
、
自
分
の

好
き
な
生
物
が
役
立
つ
と
思
い
、
具
体

的
な
夢
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
や
り
た
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
。
そ
れ
が
で
き
て
い
る
と
言
え
る

人
が
、
世
の
中
に
ど
れ
だ
け
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
生
き
生
き
と
や
り
た
い
こ

と
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
。そ
し
て
、

そ
れ
が
い
つ
か
誰
か
の
た
め
に
な
り
う

る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
と
考
え
る
と
、

幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
K
く
ん
の
教
室
で
の
変
化
は
、
気
が

進
ま
な
か
っ
た
作
文
を
楽
し
そ
う
に
自
ら
書
く

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。「
い
つ
か
自
分
の

研
究
が
誰
か
の
た
め
に
な
る
！
」
と
感
じ
、
作

文
や
ノ
ー
ト
に
研
究
内
容
を
残
す
こ
と
に
し
た

そ
う
で
す
。

　
以
下
に
、
夢
を
綴
っ
た
K
く
ん
の
作
文
を
一

部
抜
粋
し
て
載
せ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
教
室

で
見
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
応
援
し
続

け
な
が
ら
見
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 『
再
生
医
り
ょ
う
の
夢
』

　

ぼ
く
は
将
来
、
研
究
者
に
な
り
た
い
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
再
生
医
り
ょ
う
を
進
歩
さ

せ
て
足
や
手
が
な
い
人
に
足
や
手
を
自
由
に
つ

か
わ
せ
て
あ
げ
た
い
か
ら
で
す
。
～
中
略
～
ふ

と
、「
イ
モ
リ
や
プ
ラ
ナ
リ
ア
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
人

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
く
っ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
足

や
手
が
で
き
た
り
、
動
か
な
く
な
っ
た
足
や
手

を
動
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
は
な

い
か
」
と
思
い
ま
し
た
。
～
中
略
～
世
界
中
の

研
究
者
が
こ
の
再
生
医
り
ょ
う
の
研
究
を
し
ま

し
た
が
、
全
員
失
敗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で

も
ぼ
く
は
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
。
大
人
に
な
っ
た

ら
こ
の
研
究
を
絶
対
成
功
さ
せ
て
、
人
々
を
笑

顔
に
し
た
い
で
す
。
ま
け
な
い
ぞ
！

�

花
ま
る
学
習
会　
谷
田
川 

美
冬 



15タ カ タ コ
高濱が、花まる教室長をちょっとおちゃめに紹介する新コーナー！自己紹介ならぬ他己紹介で、花まるの仲間たちを一年かけてまるっと
紹介しちゃいます。どうぞお楽しみに！

99 月月
がつがつ

のの誕誕
たんじょうかたんじょうか

生花生花はは  ダリアダリアサマースクールやサマースクールや雪雪
ゆきぐにゆきぐに

国国スクールでスクールで会会
ああ

おうね！おうね！

花
は な

まるファミリー
花
はな

まるの教
きょうしつちょう

室長を紹
しょうかい

介します！

大阪府

箕
み の う ら

浦 健
け ん じ

治

東京西

ファイヤー
ファイヤー

岡山県

樋
ひ ぐ ち

口 雅
ま さ と

人

埼玉

ハッスル
ハッスル

東京都

松
ま つ う ら

浦 加
か な

奈

神奈川県北

おゆるおゆる

熊本県

高
た か は ま

濱 正
ま さ の ぶ

伸

〇〇〇

まんまん
まんまん

所属

出身地

リーダーネーム

名前

千葉県

小
こ ば や し

林 彩
あ や か

加

千葉

カラーカラー

神奈川県

澤
さ わ い

井 康
や す ふ み

史

関西

ないんないん

東京都

石
い し ば し

橋 修
しゅうへい

平

ばしばしばっしー
ばしばしばっしー

東京南 埼玉県

日
く さ か べ

下部 龍
りょう

東京東

アンティーク
アンティーク

千葉県

高
た か は し

橋 大
だ い す け

輔

埼玉

ダイブダイブ

愛知県

田
た な か

中 理
り さ こ

紗子

こりすこりす

中京 東京都

棚
た な は し

橋 修
しゅういち

一

神奈川県北

ターナー
ターナー

ＦＣ …スクールＦＣ …アルゴクラブアルゴ…アノネ音楽教室 …オンライン …フロスFlos…無人島 …Hanaspo

奈良県

井
い お か

岡 由
ゆ み

実

ARTのとびら

Rinせ
んせい

Rinせ
んせい

埼玉県

小
こ ば や し

林 千
ち ひ ろ

尋

ぽよぽよ

東京東

茨城県

加
か と う

藤 崇
た か あ き

彰

カトパン
カトパン

関西

千葉県

小
こ ま つ ば ら

松原 学
まなぶ

コマさん
コマさん

千葉 アルゴ

みんなのみんなの教教
きょうしつちょうきょうしつちょう

室長室長もも順順
じゅんばんじゅんばん

番番にに紹紹
しょうかいしょうかい

介介するよ。おするよ。お楽楽
たのたの

しみに！しみに！


